


は じ め に 

 
                 ノートルダム清心学園清心女子高等学校 
                       校長  小 谷 恭 子 
 

 ＳＳＨの指定を受けて９年目を迎え、はたして校内にＳＳＨ効果と言えるもの

が育っているか、育っているとすれば、どのようなものであるかということを

検証してみたいと思います。  

 
 ＳＳＨ事業の目標は、「先進的な科学技術及理科・数学教育を通して生徒の科

学的能力および技能、並びに科学的思考力、判断力、及び表現力を培い、将来

国際的に活躍し得る科学技術人材の育成を図る」ことです。この遠大な目標達

成のために毎年目標を設定し、努力してきました。 

 
まず、挙げることができるのは、中学校、高等学校を通して発表の機会が大

幅に増えたことです。ＳＳＨ課題研究に取り組む生徒たちのポスター発表をは

じめ、理系、文系を問わず、課題を研究し、まとめて分かりやすく清書して説

明し、質問に答えるというスタイルが生徒たちの中で徐々に定着しているよう

に思います。中学校では、社会、理科、国語、ホームルーム活動などで、高等

学校では、総合的な学習としての発展科目中、「２１世紀の医療福祉サービスの

在り方」、「女性学」などで良く行われるようになりました。 

 
時間の使い方が以前より上手になったことも挙げられます。上級生にならっ

て、また自分たちで工夫して空き時間を利用し、手順を考え、失敗を繰り返さ

ないことで時間を効率よく使うことを学んでいます。中学生が高校生と、また、

高等学校の先生と中学生が研修する姿もよく見るようになりました。 

 
本校ＳＳＨで学習し、大学等で学位を取った後、母校で後輩の教育に当たる

卒業生も出てきました。企業に就職した卒業生も出ています。彼女たちの社会

での貢献にも期待し、今後の活躍を見守りたいと思います。 

 
ＳＳＨ事業に対し、ご支援いただいております文部科学省、ＪＳＴをはじめ、

運営指導委員の先生方、岡山大学、鳥取大学、福山大学、大阪府立大学の諸先

生方、ご協力いただいております皆様に厚くお礼を申し上げます。 

 
２０１５年 １月 
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別紙様式１－１ 

ノートルダム清心学園  清心女子高等学校 指定第２期目 23～27

 

❶平成２６年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 ① 研究開発課題  

 次代の科学技術を担う女性研究者としての基盤育成をめざした教育モデルの構築と成果普及・地域連携の
強化による、科学技術分野における男女共同参画の推進 

 ② 研究開発の概要  

我が国の科学技術分野への女性の参画状況は、他の先進国と比べて依然として不十分であることが指摘されてい
る。本研究では次のような仮説に基づき、女性の科学技術分野での活躍促進と参画拡大をめざす。①中高大連携型
の理数教育プログラムを構築することにより、女子の理数分野の才能を見いだし伸ばすことができる。②初等中等
教育段階から理数への関心を高める教材と学習機会を充実させることにより、理数好きな女子の裾野を拡大するこ
とができる。③女子教育の中にESDを位置づけ、科学的な見地からのアプローチで取り組むことにより、科学技術
の発展と社会との関わりを再構築することができる。④女子校における先進的な理数教育プログラムを普及・発信
することにより、女子の理系進路選択に対する理解の促進と社会の意識改革を推進することができる。 
以上の仮説にもとづき、次のようなテーマで研究開発を行う。 

（Ⅰ）女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 
（Ⅱ）グローバルな展望と語学力を持った科学技術人材を育成するＥＳＤプログラムの開発 
（Ⅲ）女子生徒の科学的素養を育成する探究・体験型学習プログラムの開発 
（Ⅳ）理数好きな子どもの裾野拡大をめざした地域連携の推進 
（Ⅴ）大学・研究機関等と連携した女子生徒の理系進路選択を支援するキャリア教育の推進 

 ③ 平成２６年度実施規模  

 本研究は１年次から理系分野への進学をめざした「生命科学コース」の生徒を主たる対象として、２年次
から文系・理系分野の科目を選択する「文理コース」を含む全校生徒を対象に実施する。 

SSH主対象である理数系の生徒数は、第２学年122名の内38名、第３学年153名の内48名。 
 ④ 研究開発内容  

○研究計画 上記の研究開発テーマ（Ⅰ）～（Ⅴ）に関連する年次ごとの実践内容・評価方法は次の通りである。
 研究テーマ（Ⅰ）～（Ⅴ）に関する実践内容 評価方法 

第
１
年
次 

第１期SSHでの取組の充実発展と新規事業の開始。新規事
業として学校設定科目「自然探究Ⅰ」「自然探究Ａ」開
設、キャリア教育「理系女子大学院生交流会」実施。成
果普及として「科学英語研究会」「理系女子研究発表交
流会」「中高連携理科教材研究会」開催。

○内部評価
生徒の変容からの評価、学習意欲・学力
状況・進路状況にもとづく評価、教員に
よる評価、保護者による評価 
 
○外部評価 
連携先大学・研究機関等による評価、研
究授業・発表会・交流会参加者による評
価、ホームページへのアクセス分析、科
学コンテスト・学会等での発表に対する
評価、運営指導委員会による評価 

第
２
年
次 

１年次の実践を踏まえた学校設定科目の改善。単位化し
た「自然探究Ⅱ」の新規実施。併設中学校での理科課題
研究の開始。ユネスコスクールの認定。ビオトープの新
設。理科教材開発に向けた企業との連携開始。 
SSH卒業生との連携方法の検討。 

第
３
年
次 

２年次の実践を踏まえた学校設定科目の改善。併設中学
校での理科課題研究の改善と数理課題研究の開始。ユネ
スコスクールとしての活動とESDにもとづく授業研究の
開始。科学教室の定期的な開催。理系女子研究発表交流
会の改善。SSH卒業生との連携の充実。

第
４
年
次 

（Ⅰ）「生命科学基礎」「課題研究」の改善。中学校理
科・数理課題研究の改善。理数系コンテスト・学会での
発表実績の向上。 

生徒の変容調査、進路選択状況にもとづ
く評価、学会・コンテスト・発表会での
評価、連携機関による評価 

（Ⅱ）「実践英語」における英語ディベートの改善。
ESDと科学教育との関連性の追究。ユネスコスクールと
の連携とユネスコ世界大会への参加。

生徒の変容調査、英語運用能力の調査、
「自然探究Ａ」参加者による評価、 
ESD推進状況と効果の分析 

（Ⅲ）「生命科学実習」「自然探究Ⅰ・Ⅱ」の改善。
新学習指導要領に対応した指導方法の開発。 

生徒の変容調査、PISA型学力調査、連携
機関による評価 

（Ⅳ）企業と連携した科学教室の企画。科学英語研究会
・理科教材研究会・SSH研究成果発表会による成果普及と
情報交換の強化。 

科学教室参加者による評価、研究会・発
表会参加者による評価、ホームページへ
のアクセス分析 

（Ⅴ）「集まれ！理系女子」の京都開催による社会への
発信の強化。理系女子大学院生との交流会の改善。 
SSH卒業生とのネットワークの構築。 

生徒の変容調査、連携機関による評価、
交流会参加者による評価、SSH卒業生の追
跡調査 

第
５
年
次 

４年次までの実践を踏まえ、研究テーマごとにプログラ
ム全体を評価し、科学技術分野における男女共同参画の
推進をめざした取り組みとしての成果と課題を明らかに
する。 

上記の内部評価・外部評価により、研究
の総括を行う。 



○教育課程上の特例等特記すべき事項 
生命科学コース（１クラス）では、第１学年において「保健」（１単位）を、第２学年において「社会と情
報」（２単位）を減じ、代わりに学校設定科目「生命科学基礎」（第１学年、１単位）および「生命科学課題
研究」（第２学年、２単位）を設定する。「保健」の内容は、第１学年の「現代社会」「家庭基礎」（各２単
位）で補充するとともに、学校設定科目「生命」（第２学年、２単位）の学習内容に含める。「社会と情報」
の内容は、「現代社会」で補充するとともに「生命科学基礎」「生命科学課題研究」の学習内容に含める。
○平成２６年度の教育課程の内容 
 上記の研究開発テーマ（Ⅰ）～（Ⅴ）に取り組むために行った実践は次の通りである。 
 実 践 内 容 研究テーマ 対 象 実施時期 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

学校設定科目    

「生命科学基礎」 (Ⅰ) 生命科学コース１年 １単位 
「生命科学課題研究」 (Ⅰ) 生命科学コース２年 ２単位 
「生命」 (Ⅲ) 生命科学コース２年 ２単位 
「自然探究Ⅰ・Ⅱ」（野外実習） (Ⅲ) 生命科学コース１・２年 各１単位 
「自然探究Ａ」（海外研修） (Ⅱ) 生命科学・文理コース１・２年 １単位 
「数理科学課題研究」 (Ⅰ) 文理コース２・３年 各２単位 
「物質科学課題研究」 (Ⅰ) 文理コース２・３年 各２単位 
「実践英語」（科学英語） (Ⅱ) 生命科学コース１・２・３年 各１単位 
教材開発 
 理科教材開発 

 
(Ⅲ) 

 
生命科学・文理コース、中学生 

 
年間 

 ESD教材開発 (Ⅱ) 生命科学・文理コース 年間 
体験型実習    

 生命科学実習 (Ⅲ) 生命科学コース１年 ６月、９月、11月
 研修旅行 (Ⅲ) 文理コース２年 10月上旬 
キャリア教育 
 理系女子大学院生との交流会 

 
(Ⅴ) 

 
生命科学コース１・２年 

 
８月中旬 

 理系女子研究発表交流会 (Ⅴ) 生命科学・文理コース、中学生 10月下旬 
科学系クラブ・中高連携 
生物部 

 
(Ⅰ) 

 
生命科学・文理コース、中学生 

 
放課後、土曜日等

科学部 (Ⅰ) 生命科学・文理コース、中学生 放課後、土曜日等
中学校理科課題研究 (Ⅰ) 併設中学校３年 年間 
中学校数理課題研究 (Ⅰ) 併設中学校３年 年間 

研究発表 
 科学ｺﾝﾃｽﾄ・学会での発表 

 
(Ⅰ) 

 
生命科学・文理コース、中学生 

 
年20回程度 

成果普及・社会連携 
 理数教育研究会・成果発表 

 
(Ⅳ) 

 
県内外の教員 

 
年３回 

 理系女子研究発表交流会 (Ⅴ) 女子生徒、女性研究者、一般 10月下旬 
科学教室 (Ⅳ) 地域の児童生徒・一般 11月、３月 

○具体的な研究事項・活動内容 
（１）学校設定科目 
①「生命科学基礎」…２年次の課題研究の準備として、研究に必要とされるコンピュータを用いた情報処理
技術の習得をめざす。また、大学等の研究者やロールモデルとしてSSH卒業生による研究紹介を行い、科
学研究に対する興味関心を喚起する。 

②「生命科学課題研究」…１年次の「生命科学基礎」で培われた能力・技能を活かし、科学研究に取り組む。
新学習指導要領での新設科目「理科課題研究」の目標をふまえた科目とする。生徒は研究テーマごとにグルー
プに分かれ、大学との連携を取り入れた課題研究を行う。学会等に積極的に参加し、研究成果を発信する。

③「数理科学課題研究」…新学習指導要領での新設科目「理科課題研究」の目標をふまえた科目とする。岡
山大学「科学先取りグローバルキャンパス」との連携により数学・物理分野について高校履修内容より高
度な内容を扱う研究に取り組む。研究発表会にも積極的に参加する。 

④「物質科学課題研究」…新学習指導要領での新設科目「理科課題研究」の目標をふまえた科目とする。抗
酸化物質をキーワードとして食品などに化学的な視点を向けることで、科学的課題を見つけ大学と連携し
て研究に取り組む。生徒が研究報告として論文をまとめる指導も行う。 

⑤「生命」…生物学、自然保護、医学等の専門家の講義によって、多様な視点から生命に対する理解を深め、
生命に科学的に接していく上で必要な学び方・考え方を身につけることを目的とする。講師には女性を多
用し、キャリアモデルを提示することで理系への進路・職業選択の意欲を高める。 

⑥「実践英語（科学英語）」…科学的なテーマの英語ディベートを軸として、１年次に英語ディベート基礎
学習、２年次にディベート実践、３年次に質疑応答のあるプレゼンテーションに取り組み、科学英語に親
しむとともに、客観的思考力、判断力や主体的表現力を育成する。 

⑦「自然探究Ⅰ・Ⅱ」…従来の蒜山や沖縄での野外実習を学校設定科目として単位化。自然探究Ⅰでは森林生
態系をテーマに鳥取大学蒜山の森で、自然探究Ⅱでは亜熱帯生態系をテーマに沖縄本島及び座間味島で体験
型学習プログラムを実施する。専門家の指導の下で様々な角度から自然について学び、多様性を理解する。

⑧「自然探究Ａ」…従来のボルネオ海外研修を学校設定科目として単位化。マレーシアの大学と連携した環
境学習と国際理解をテーマとした研修を行う。英語での講義や熱帯雨林でのフィールドワークなどを通し
て、国際的な視点で環境問題を見る眼を養うとともに、英語運用能力の向上を図る。 



（２）体験型実習 
①生命科学実習…福山大学生命工学部を連携先として、生物工学科・海洋生物科学科・生命栄養科学科で専
門的な実験をすることで、科学に対する興味・関心を喚起するとともに、大学での学びに対する理解を深
める。実習は小グループに分かれ、大学の研究者や大学院生が指導を行う。 

②研修旅行…文系生徒も対象にして、北海道で多様な自然を教材としたフィールドワークや専門的な知識を
持つ指導者のもとでの体験型学習プログラムを実施し、自然環境に対する理解を深める。 

（３）教材開発 
①理科教材開発…学習指導要領で求められている探究的な活動の指導モデルを、中学校と高校が連携して開
発し公開授業を通して発信する。課題研究活動にも波及する教材を開発する。 

②ESD教材開発…学校ビオトープの活動や校内里山づくりを通して、水辺環境の保全意識や自然との持続的
な共生の概念を育成する教材を、校内の自然環境を対象として開発する。 

（４）中高連携 
○中学校理科・数理課題研究…高校での課題研究につながる中学校での取組をクラス、希望者、部活動を対
象に実施する。理科においては、クラス全体で共通のテーマについて課題研究に取り組む。数理において
は、自発的な課題研究に取り組もうとしている生徒に対する指導を行う。 

（５）キャリア教育 
○理系女子大学院生との交流会…大阪府立大学女性研究者支援センターと連携し、ＩＲＩＳ（理系女子大学
院生）との講義中心と実習中心の交流会を、生命科学コース１・２年生を対象に実施。理系に進学した年
齢の近い女性を身近に感じることによって、女子生徒に理系分野への進学を促す。 

（６）成果普及・社会連携 
①公開授業研究会…本校の学校設定科目の授業、科学英語の研究授業、生徒による課題研究の発表、開発し
た理科教材による研究授業などを、地域の教育関係者や保護者に公開することによって、研究成果の地域
への普及を図り、地域の理数教育を支援する。 

②理系女子科学研究発表交流会…女子生徒および女性研究者による科学研究のポスター発表、女性研究者の
キャリアに関する講演を実施。理系女子の連携の輪を広げるとともに、女子生徒に理系女性のロールモデ
ルを提示するキャリア教育としても位置づける。 

③科学教室…小学生や地域市民対象の科学教室を開講し、科学を身近なものとして伝えていく教材や方法を
開発する。地域の企業とも連携し、SSHの取組が企業と地域をつなぐ契機とする。 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○実施による成果とその評価 

（１）科学的な探究活動の成果：仮説を証明するために粘り強くデータを集め、論理的にしかも分かり易く
伝える学びは大きな力になり、研究を続ける支えになっている。課題研究を教育課程上に設定することは、
生徒の進路選択に影響を与えるとともに、進学後必要な力を身につけることによって、女性科学研究者とし
て必要な基盤を育成する効果があると言える。また、中学３年次での課題研究・発表が、高校での課題研究
につながるようになった生徒が増加した。 
（２）語学力を持った科学技術人材の育成：科学英語研究会では、「生徒の相互評価をいかにディベートの
改善に活かすか」という観点で公開授業を行い、英語ディベート学習が科学の興味付けや科学英語の習得に
有効であると評価された。「実践英語」では即興型ディベートに取り組み、論理力・瞬発力の育成をめざし
た。生徒は英語で考えて表現することに慣れ、効果を感じている。 
（３）探究・体験型学習による生徒の変容：１年生においては、学習に対する自主性・興味の向上、協働的
な学び・思考過程を重視する姿勢の育成に、体験型学習の効果がみられた。２年生においては情報の集め方
や成果の発表方法の習得に、探究学習の効果がみられた。 
（４）女子の理系進路選択支援：「集まれ！理系女子」を京都大学において開催し、参加校・参加者数は過
去最高となった。互いに刺激し合いながら研究への意欲を高めることや、理系分野へのキャリア意識を高め
ることにより、女子中高生の科学技術系への進路選択を支援するという目的はある程度達成できた。女性の
理系進出の必要性に対する社会的な認識を広げる効果もあった。 

○実施上の課題と今後の取組 

（１）SSH中間評価において指摘を受けた事項 
ESDに関しては改善策として、ビオトープの活動、里山づくり、科学部の環境調査の連携を図り、情報や

技術の共有を進めることによって、校内の自然環境を対象にした科学教育に取り組む。また、新たに連携す
ることになったオランダの中等教育学校、フィリピンのユネスコスクールとの具体的な交流の開始、バング
ラデシュの学校との交流の試みなどによってネットワークの拡大を図り、国外の多様な地域の中学生・高校
生と水・食糧・エネルギーなどのテーマで意見交換を行う。 
英語ディベート学習に関しては、ディベート学習で培った論理力や表現力などをもとに、英語でディスカッ
ションができ、科学的レポートや論文が書けるようになることをめざす。改善策として、国語、地歴公民、理
科と連携した教科横断型の取組を充実させる。 
（２）今後の研究開発の方向性 
第２期SSH事業の最終年度は、開発した教育プログラムの成果普及と発信を充実させることにより、女子

の科学技術系進路選択に対する理解の促進と社会の意識改革の推進に力を入れていきたい。課題研究の情報
発信、体験型研修における地域連携、SSH卒業生によるキャリア教育プログラムなどを、新たな取組として
計画している。また、「集まれ！理系女子」を慶應義塾大学を会場として東京大会に発展させる。全国的に
発信力の高い大学で開催することにより、科学技術分野での女性の活躍を社会に広げていくことをめざして
いきたい。 
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 ① 研究開発の成果 （根拠となるデータ等は報告書本文の第３章・第４章に記載） 

（１）科学的な探究活動の成果 

ａ．学校設定科目「生命科学課題研究」「数理科学課題研究」「物質科学課題研究」の成果 
本校の「課題研究」（２年生・２単位）は、次の３つの観点から、少人数のグループで上の学年から

ある程度引き継いだ内容を研究課題として設定した。 
・少人数グループ内での協力や分担が可能なために研究が進めやすい上、各自の主体的な活動も 
 ある程度求められる。 
・前年度の研究内容を引き継ぐことで学年を超えた生徒のつながりを醸成し、上級生から下級生 
 への研究指導の場が設定できる。 
・前年度の研究内容を参照することで複数年かけて内容を深め、ある程度の研究レベルを維持で 
きる可能性が高くなる。 

課題研究を履修した生徒のアンケート結果では、「面白く、興味深かった」「科学への興味が増した」
「実験観察の技術が向上した」「研究した分野の知識が増した」が 90％（かなり＋ややあてはまる）を
超え、「科学的手法が身についた」「科学的な思考力が身についた」「研究した分野の知識をさらに深
めたい」が 80％を超えた。「面白く、興味深かった」と答えた生徒は、「研究した分野の知識が増した」
と答えており、正の相関があると言える。また、「科学的手法が身についた」と答えた生徒の多くは、
「科学的な思考力が身についた」と答えており、科学的手法と思考力の育成にも相関があると言える。
中学３年次に課題研究に取り組んだ生徒が 75%を占める「物質科学課題研究」の履修者アンケート結

果では、「課題研究は高校生で体験するべきだ」「課題研究に取り組んだことで科学的に考える力が育
った」「課題研究で実験の技術が身についた」という評価が向上している。また、「参考文献を用いて
自分の研究内容を深めた」「実験を目的とせず、結果からわかる考察を目的とした」という姿勢が強く
なっている。中学校での課題研究の経験が、高校でも課題研究に取り組みたいと考えるきっかけとなり、
また、科学リテラシーの向上を誘発していると期待できる。 

SSH 活動が希望進路にどの程度影響したかを高校３年生について調査したアンケート結果では、希望
進路に強く影響（「とても影響した」が 30％以上、「とても＋ある程度影響した」が 80％以上）した活
動は、「大学の指導で個人や班で行う課題研究」「校内で個人や班で行う課題研究」「科学コンテスト、
学会への参加」「プレゼンテーションする力を高める学習」という課題研究に関連したものであった。
自分が立てた仮説を証明するために粘り強くデータを集め、論理的にしかも分かり易く相手に伝える学
びは大きな力になり、発表で得た賞や励ましの言葉は研究を続ける強い支えになっていると言える。SSH
事業を体験した卒業生を対象に、現在の環境（研究・仕事）で必要とされている力と、それらが SSH活
動で向上したかを調査した。その結果、「未知の事柄への興味」「自主性」「協調性」「粘り強さ」に
ついて 90％以上、「観察力」「発見力」「問題解決力」「探究心」「論理力」について 80％以上が、現
在の環境で必要とされ、SSH 活動で向上した力であると回答している。これらの力は、高校時代の課題
研究活動や学会などでの発表経験によって身についたものであると考えられる。以上の結果から、科学
的な探究活動を「課題研究」として教育課程上に単位化して設定することは、生徒の進路選択に影響を
与えるとともに、進学後必要な力を身につけることによって、女性科学研究者として必要な基盤を育成
する効果があると言える。 

ｂ．科学コンテスト・学会等での入賞実績の向上                         
平成 26 年度は 25 の学会・発表会に参加し、様々な賞を受賞した。スーパーサイエンスハイスクール

生徒研究発表会での科学技術振興機構理事長賞や、日本学生科学賞での入選１等など、全国レベルでの
科学コンテストにおける入賞実績が向上した。生徒達は発表に向けて実験データの整理と考察を行い研
究成果をポスターにまとめるだけでなく、より説明が分かり易くなるように参考文献などをもとに補助
資料の作成も行った。発表に向けた準備の中で、研究内容についての知識が深まり、プレゼンテーショ
ン能力が向上した。また、発表に対する質疑応答で得られたアドバイスを、後の研究活動に活かす姿勢
も各研究グループにおいて多く見られた。 

（２）語学力を持った科学技術人材の育成 
学校設定科目「実践英語」（１～３年生・各１単位）で英語ディベート学習を行った生徒のアンケー

ト結果では、「ディベートの進め方がわかった」「ディベートのテーマ（二酸化炭素排出量削減の問題）
の理解が進んだ」「英語で表現する力が向上した」が 90％（大変＋ややあてはまる）を超え、「ディベ
ート学習は充実していた」「ディベートのテーマに興味がわいた」「英語で表現する意欲がわいた」が
80％を超えている。２年生２学期には、同じテーマの下でグループ内での役割を回して、様々な立場で



 

 

立論・表現できるような練習を行い、３学期には絶滅危惧種の保護をテーマに即興型ディベートに取り
組み、論理力・瞬発力の育成をめざした。２年生３学期に行った生徒意識調査では、SSH事業の中で「英
語で表現する力を高める学習」が良かったという回答が 90％を超えており、生徒は英語で考えて表現す
ることに慣れ、効果を感じていると言える。３年生では課題研究のポスター発表、口頭発表を英語で論
理的に説明し、質疑応答できるようになることをめざしていく予定である。 
第７回科学英語研究会では、これまで見過ごされてきた「生徒の相互評価をいかにディベートの改善

に活かすか」という観点で公開授業を行った。参加した教員のアンケート結果では、「テーマは適切で
ある」「生徒は積極的に参加している」「英語力が培われている」「英語学習の動機になる」について、
強く肯定する回答が 80％を超えた。英語ディベート学習が科学の興味付けや科学英語の習得に有効であ
ると評価され、ほとんどの参加者が自分の授業の参考になるとしており、科学英語カリキュラムの成果
普及という点でも成果があった。 

（３）探究・体験型学習による生徒の変容 
 １年生を対象に７月と２月に行った学習に関する意識変化の調査結果では、「学習を自主的に進める」
「学習で新しい興味を持った」の伸びが、文理コースに比べ SSH主対象の生命科学コースの方がより顕
著であった。「グループ学習では協力的」「答えだけでなく考え方が大切」については、文理コースは
伸びていないが生命科学コースは伸びている。これらの変化は、１年生における「生命科学実習」や「自
然探究Ⅰ」などの体験型学習の成果であると言える。特に「生命科学実習」については、高校１年生で
の活動にもかかわらず、90％以上の卒業生がこの実習体験が大学での学びに影響しているとアンケート
で回答している。 
 同様に２年生を対象に行った年２回の調査結果では、「学習で新しい興味を持った」の伸びが、生命
科学コースの方がより大きく、特に２年生後半の伸びが顕著であった。これは大学や研究機関と連携し
た多様な分野の専門家による講義で成り立つ学校設定科目「生命」の成果であると言える。 
「情報の集め方がわかる」「成果の発表方法がわかる」については、文理コースは伸びていないが生命
科学コースは２年生後半に伸びている。これは探究学習としての学校設定科目「生命科学課題研究」に
おける研究の過程や学会等での研究発表の体験が影響を与えていると言える。 

（４）女子生徒の理系進路選択を支援するキャリア教育の推進 
「集まれ！理系女子 女子生徒による科学研究発表交流会」を第５回までは福山大学の施設で開催し

てきたが、関西地方の学校の参加を促すため、第６回は京都大学において開催した。参加者は過去最高
の 353 人となり、参加校も初回の 14 校から今回は 27 校となった。関西地方の学校も３校から６校（＋
見学１校）に増えた。ポスター発表の件数は 74件となった。 
参加生徒のアンケート結果では、95％がこの発表会を「楽しみにして」いて、98％が「参加して良か

った」と回答している。「他校の生徒との交流ができた」91％（とてもそう思う＋まあそう思う）、「他
校の発表は刺激になった」95％、「女子生徒ばかりで発表しやすい」86％、「研究を続けていく参考に
なった」95％、「理系で頑張る気持ちが強まった」90％、「女性が研究を続ける事は難しくない」97％、
「将来（進路）を考えるきっかけとなった」90％というアンケート結果から、互いに刺激し合いながら
研究への意欲を高めることや、理系分野へのキャリア意識を高めることにより、女子中高生の科学技術
系への進路選択を支援するという目的はある程度達成できたと言える。大学等で研究を続ける女性研究
者も同時にポスター発表を行い（今回は 13件）、身近な理系女性のロールモデルに接することで、女子
生徒による科学技術系の進路への興味関心や理解を向上させる取組としても成果があったと言える。 
 教員・一般参加者のアンケート結果では、「他校生徒との交流はよい刺激になる」100％、「生徒はよ
く準備をしていた」96％、「女性研究者の発表、講演はよい刺激になる」100％であり、理系分野での女
性の必要性を肯定する割合が 94％に達し、女性の理系進出の必要性に対する社会的な認識を広げる効果
があったと言える。 

（５）ＳＳＨ活動に対する教員・保護者の意識 
教員対象（併設中学校教員含む）の SSH活動に対する意識調査では、「課題研究のレベルの向上」「理

科教育の裾野拡大」「理系への進学意欲の向上」「学校外との連携関係の構築」「本校の教育に対する
校外の理解促進」「学校の活性化」について 90％以上の教員が SSH活動を肯定的に捉えている。「専門
家の講演や実験指導の有効性」「女性研究者を多用することの有効性」に対する教員の理解も進んでいる。
校外での SSH活動の引率などをした教員の割合は昨年度の 32％から今年度は 42％に、校外での生徒の

研究発表会に参加した教員の割合は今年度は 54％であったが、来年度参加したいと考えている教員の割
合は 75％となっている。教員を対象に SSH事業報告会を年２回実施していること、SSH研究成果発表会
を併設中学校も含む全校生徒・教員参加による学校行事として実施していること、さらに課題研究が併
設中学校に広がったこともあり、SSH 活動に関わる教員が増加している。活動内容や範囲を拡大するこ
とで、より多くの生徒や教員が SSH活動に関わっていくことができる。 
１年生保護者対象のアンケート結果では、「SSH 活動は理系進学を考えるのに有効だ」と肯定する割

合は、生命科学コースだけでなく文理コースの保護者も含めて 80％を超えている。また、SSH主対象生
徒の保護者アンケート結果では、「SSHは教育活動の充実や学校の活性化に役立つ」と考える割合は 90
％以上を占めている。SSH事業の意義について保護者の理解が得られていると言える。 



 

 

 ② 研究開発の課題  

（１）ＳＳＨ中間評価において指摘を受けた事項の改善・対応状況 

ａ．ＥＳＤに関する視点の明確化、環境教育との差異、科学教育との関連性の追究 
 従来から本校で行われていた環境、人権、国際理解に関わる教育活動を ESDの視点に置き換えて再構
築している。ESDに視点を置く授業実践によって生徒の主体的で協働的な学習活動が喚起され、ユネス
コスクール世界大会への参加と相まって、生徒が世界に目を向け何かをしようとする意欲が向上してお
り、今後、学校の活性化につなげていくことをめざしている。ESDと科学教育との関連性を追究するた
めに、新たに開始した校内里山づくりと学校ビオトープの活動を充実させ、校内の自然環境を対象にし
た科学教育の実践方法を検討している。 

ｂ．英語ディベート学習の工夫と効果の明確化 
平成 26年度の科学英語研究会では、これまで見過ごされてきた「生徒の相互評価をいかにディベート

の改善に活かすか」という観点で授業を行った。３学期には絶滅危惧種をテーマとした即興型ディベー
トに取り組み、論理力・瞬発力の育成を図った。ディベート学習で培った論理力や表現力などをもとに、
英語でディスカッションができ、科学的レポートや論文が書けるようになることをめざしている。 

（２）課題と改善策 
 各研究開発テーマについて、今後取り組むべき課題と改善策は次の通りである。 

テーマⅠ 女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 
課題研究のカリキュラム開発をより発展させることが課題である。研究を一部継承していくシステム

は、引き続き磨きあげるべきものである。さらにその過程で生まれる研究の種を育てることで、継続的
な内容の広がりを図る。改善策として、実験方法・解析方法の確立を通して、科学的手法、実験観察の
技術の向上に力を入れる。また、実験や発表などについて、高校生が中学生に指導する場をつくり、高
校生を身近なロールモデルとした課題研究の中高連携を図る。 

テーマⅡ グローバルな展望と語学力を持った科学技術人材を育成する ESDプログラムの開発 
ESD に関しては改善策として、ビオトープの活動、里山づくり、科学部の環境調査の連携を図り、情

報や技術の共有を進めることによって、校内の自然環境を対象にした科学教育に取り組む。また、新た
に連携することになったオランダの中等教育学校、フィリピンのユネスコスクールとの具体的な交流の
開始、バングラデシュの学校との交流の試みなどによってネットワークの拡大を図り、国外の多様な地
域の中学生・高校生と水・食糧・エネルギーなどのテーマで意見交換を行う。英語ディベート学習に関
しては改善策として、国語、地歴公民、理科と連携した教科横断型の取組を充実させる。 

テーマⅢ 女子生徒の科学的素養を育成する探究・体験型学習プログラムの開発 
理科教材では、目的意識を持った実験計画とは何かを指導する方法を開発し、課題研究活動との連携

を図る。改善策として、剰余変数の概念の指導、計算による段階的な処理の指導方法を検討する。また、
体験型学習プログラムでは、本校卒業生や前年度研修に参加した生徒が後輩の指導にあたる取組も始ま
っている。今後も学年を超えた縦のつながりを太くしながら、研修内容の広がりをめざす。 

テーマⅣ 理数好きな子どもの裾野拡大をめざした地域連携の推進 
 科学教室の有効活用と地域連携の充実が課題である。地域の関心の高い企業と提携して科学教室を企
画することによって、SSH と企業、地域とのつながりを誘発していきたい。改善策として、連携する企
業と協議を深め、より教育的な内容を科学教室に盛り込み、SSH と企業が連携する意義を高めることを
めざす。 

テーマⅤ 大学・研究機関等と連携した女子生徒の理系進路選択を支援するキャリア教育の推進 
 学校設定科目「生命科学基礎」では、本校卒業生による研究紹介の機会を設けているが、近い将来を
見るロールモデルとして今後も SSH事業の卒業生との連携強化を図る。改善策として、「集まれ！理系
女子」を全国的な発信力のある会場で開催し、早くからの広報活動を行うことによって、中学校・高校、
大学関係者に十分周知し参加者の拡大をめざす。 

（３）今後の研究開発の方向性 
我が国における科学技術イノベーションの創成をリードできる次代を担う女性の科学技術人材の育成

という課題に取り組むために、第２期 SSH事業の最終年度は、開発した教育プログラムの成果普及と発
信を充実させることにより、女子の科学技術系進路選択に対する理解の促進と社会の意識改革の推進に
力を入れていきたい。課題研究の情報発信、体験型研修における地域連携、SSH 卒業生によるキャリア
教育プログラムなどを、新たな取組として計画している。また、平成 26年度から新たな事業として再構
築し京都大学で開催した「集まれ！理系女子 京都大会」を、平成 27年度は慶應義塾大学を会場として
東京大会に発展させる。全国的に発信力の高い大学で開催することにより、科学技術分野での女性の活
躍を社会に広げていくことをめざしていきたい。 
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１－１ 学校の概要 

（１）学校名・校長名  ノートルダム清心学園 清心女子高等学校   校長 小谷 恭子 
（２）所在地・電話番号・FAX番号    

岡山県倉敷市二子 1200番地  電話 086-462-1661  FAX 086-463-0223 
（３）課程・学科・学年別生徒数、学級数及び教職員数 
     ① 課程・学科・学年別生徒数、学級数      ※（ ）内は、理数系の生徒数。 

課程 学科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

全日制 普通科 150 5 122（38） 5 153（48） 6 425 16
   ② 教職員数（併設中学校の教職員を含む）                               

校長 校長補佐 教頭 教諭 講師 養護教諭 非常勤講師 事務職員 司書 その他 計

1 1 1 42 5 1 20 7 1 2 81
        講師には外国人英会話講師を含む。その他は教務職員１名と寄宿舎舎監１名。   
 

１－２ 研究開発課題 

 次代の科学技術を担う女性研究者としての基盤育成をめざした教育モデルの構築と 
 成果普及・地域連携の強化による、科学技術分野における男女共同参画の推進 
 

１－３ 研究開発テーマと実践内容 

平成 18 年度からの第 1 期 SSH 事業では、「女性の科学技術分野での活躍を支援する教育モデルの構築」
に取り組んできた。「生命科学コース」「文理コース」を開設し、理数分野に関心・能力のある女子生徒をさ
らに伸ばすための教育内容と、女子生徒の科学技術に対する興味・関心と科学的素養を高めるための教育内
容の研究開発を進めている。 
第 2期SSH事業の第 4年次である平成 26年度には、次のようなテーマと方法によって研究開発を行った。 

テーマⅠ 女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 
方法 Ⅰ－ａ 大学連携型課題研究の充実 

     Ⅰ－ｂ 中高連携による課題研究の充実 
     Ⅰ－ｃ 理数系コンテスト・学会での発表実績の向上 

テーマⅡ グローバルな展望と語学力を持った科学技術人材を育成する持続発展教育（ESD）プログラムの
開発 

方法 Ⅱ－ａ 科学英語のカリキュラム開発 
     Ⅱ－ｂ 海外研修プログラムの開発 
     Ⅱ－ｃ ESDの実践研究 

テーマⅢ 女子生徒の科学的素養を育成する探究・体験型学習プログラムの開発 
方法 Ⅲ－ａ 新学習指導要領に対応した理科の教材や指導方法の開発 

     Ⅲ－ｂ 観察や実習を活用した体験型学習プログラムの開発 
     Ⅲ－ｃ 大学や研究機関と連携した科学教育プログラムの開発 

テーマⅣ 理数好きな子どもの裾野拡大をめざした地域連携の推進 
方法 Ⅳ－ａ 地域の児童生徒・市民対象の科学教室の開講 

        Ⅳ－ｂ 地域の小中高教員対象の理数教育研究会・授業公開の開催 

テーマⅤ 大学・研究機関等と連携した女子生徒の理系進路選択を支援するキャリア教育の推進 
方法 Ⅴ－ａ 女子生徒による科学研究発表交流会の開催 

     Ⅴ－ｂ 大学・研究機関等と連携した理系女子対象キャリア教育プログラムの開発 
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各研究テーマに取り組む方法として、平成 26年度に行った実践内容は次の通りである。 

実 践 内 容 テーマ 対  象 実施時期
【学校設定科目】   
「生命科学基礎」 Ⅰ－ａ 生命科学コース１年 １単位 
「生命科学課題研究」 Ⅰ－ａ 生命科学コース２年 ２単位 
「生命」 Ⅲ－ｃ 生命科学コース２年 ２単位 
「自然探究Ⅰ」 Ⅲ－ｂ 生命科学コース１年 １単位 
「自然探究Ⅱ」 Ⅲ－ｂ 生命科学コース２年 １単位 
「自然探究Ａ」（マレーシア研修） Ⅱ－ｂ 生命科学・文理コース１・２年 １単位 
「数理科学課題研究」 Ⅰ－ａ 文理コース２・３年 各２単位 
「物質科学課題研究」 Ⅰ－ａ 文理コース２・３年 各２単位 
「実践英語（科学英語）」 Ⅱ－ａ 生命科学コース１～３年 各１単位 
【教材開発】   
 理科教材開発 Ⅲ－ａ 生命科学・文理コース、中学生 年間 
 ＥＳＤ教材開発 Ⅱ－ｃ 生命科学・文理コース 年間 
【体験型実習】   
生命科学実習 Ⅲ－ｂ 生命科学コース１年 土曜日等,年３回程度
研修旅行 Ⅲ－ｂ 文理コース２年 10月上旬 

【キャリア教育】   
 理系女子大学院生との交流会 Ⅴ－ｂ 生命科学コース１・２年 ８月中旬 
 理系女子研究発表交流会 Ⅴ－ab 生命科学・文理コース、中学生 10月下旬 
【科学系クラブ、中高連携】   
 生物部 Ⅰ－ｂ 生命科学・文理コース、中学生 放課後、土曜日等
科学部 Ⅰ－ｂ 生命科学・文理コース、中学生 放課後、土曜日等
中学校理科課題研究 Ⅰ－ｂ 併設中学校３年 年間 
中学校数理課題研究 Ⅰ－ｂ 併設中学校３年 年間 

【研究発表】 
科学ｺﾝﾃｽﾄ・学会での発表 

 
Ⅰ－ｃ 生命科学・文理コース、中学生

 
年20回程度 

【成果普及・社会連携】 
理数教育研究会・成果発表 
理系女子研究発表交流会

 
Ⅳ－ｂ 
Ⅴ－ab

県内外の教員 
SSH等の女子生徒、教員、一般

 
年３回 
10月下旬 

科学教室 Ⅳ－ａ 地域の児童生徒・一般 年２回 
 

清心女子高等学校ＳＳＨ 
研究開発の方向性と 
成果普及の概念図 
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今年度の研究開発の経緯を本校 SSHの研究テーマ（下）ごとに分け、コース・学年別に示す。なお、
研究テーマⅣに該当する事業には黄色、研究テーマⅤに該当する事業については朱色で表した。 

 
【研究テーマⅠ】 女性科学研究者として必要な基盤を育成する教育プログラムの開発 
【研究テーマⅡ】 グローバルな展望と語学力を持った科学技術人材を育成する持続発展教育（ESD）

プログラムの開発 
【研究テーマⅢ】 女子生徒の科学的素養を育成する探究・体験型学習プログラムの開発 
【研究テーマⅣ】 理数好きな子どもの裾野拡大をめざした地域連携の推進 
【研究テーマⅤ】 大学・研究機関等と連携した女子生徒の理系進路選択を支援するキャリア教育の推進 
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３－１ 生命科学基礎 

対象：生命科学コース第１学年（１単位） 

【仮  説】 

生命科学コースの第２学年に設定された「生命科学課題

研究」において研究活動を進める前に、研究をまとめてい

くために必要とされるコンピュータを用いた情報処理技

術の習得をめざす。また、大学等の研究者自身が語る研究

内容とその進め方を見聞きすることによって、研究者の生

き方や研究への取り組み方、姿勢を感じることは、科学研

究に対する興味関心を一層喚起し、課題研究や理科の授業

へのモチベーションを高めることができる。 

 

【内容・方法】  

１
学
期

コンピュータとセキュリティ意識・対策 

デジタルカメラと記録保存※1 

２
学
期 

レポート作成※2 

 大学での実験実習の紹介 

 表計算によるアンケート結果処理 

プレゼンテーション実習 

 蒜山での野外実習内容のプレゼンテーション
の作成と発表・相互評価 

画像と表現※2 

 写真を用いた表現課題に取り組み、立正大学
地球環境科学部主催の高校生地球環境科学写
真賞へ応募 

３
学
期 

科学技術研究を知る（全６回）※3 

(1) 津田良夫先生（国立感染症研究所） 

(2) 大学院生 2人（東京大学，京都大学） 

(3) 佐藤伸先生（岡山大学） 

(4) 富岡憲治先生（岡山大学） 

(5) 岩尾康宏先生（山口大学） 

(6) 伊藤敏幸先生（鳥取大学） 

※1 画像による記録保存の重要性から、デジタルカメラ

による撮影技術を身につけることを目指した。 

※2 ワープロによる図を用いた文書作成と、表計算を用

いた数値計算やグラフ作成をし、ソフトウェアを用い

た表現・処理能力の向上を目指した。 

※3 大学などの現役の研究者自身が語る研究内容とその

進め方を知ることによって、考え方や視野を広げ、科

学研究の醍醐味の一端を感じることで、課題研究に取

り組む意識を高めることを目指した。加えて、今年度

は現役大学院生の回も設定し、その中には本校卒業生

を含み、ロールモデルの提示も兼ねた。 

大学院生の講義 佐藤伸先生の講義 

 

【検証・評価】 

コンピュータについて一般的な操作に困る生徒はいな

いため、それをどのようにうまく安全に使っていくかに焦

点を絞って講義や実習を設定した。 

 デジタルカメラによる記録やプレゼンテーションの作

成は、実習をくり返すことによって上達が見られ、練習や

発表を実際にやってみることが課題研究に必要な技能を

磨くことに繋がるものと言える。限られた授業時間内で回

数を重ねることは難しいため、適宜、課外に取り組む課題

を課すことで、その効果をあげることを図った。 

 また 3 学期の講義（1 月末時点で未実施のものを除く）

についてのアンケート結果が次のグラフである。 

 

皆が分かりやすいと答えており、講演者が対象者をよく

意識してくださっていることがよくわかる。他の項目もほ

とんと肯定的な回答が得られ、設定の目的をほぼ達成でき

ていると言える。 

 

【今後の課題】 

 コンピュータの利用は、その安全性を自らの行動で担保

する必要があり、この点は今後も充実させていく必要があ

る。特に、近年急速に普及が進んだスマートフォンは、今

年度は扱うことがなかったため、内容に含めていくことが

課題である。また、今年度は卒業生の研究紹介をうまく取

り入れることができた。近い将来を見るロールモデルとし

て、今後も取り入れることができるよう、卒業生との繋が

りを作っていきたい。 

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 

充実 
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３－２ 生命科学課題研究 

対象：生命科学コース第２学年（２単位および随時） 

【仮  説】 

大学との連携を取り入れた課題研究の実施は、高校の教

科書にはないような内容を扱う研究課題に取り組み、高校

での学びの先にある、より高度な内容との繋がりを感じ、

更なる興味、関心を喚起できる。また、大学の施設を使っ

て大学の教員や学生の指導を受けたり、研究発表の際に大

学などの研究者からアドバイスを受けたりすることを経

て、科学的な思考力や自ら探究する力、問題解決能力、創

造性といった科学技術分野に携わっていく上で必要とさ

れる能力を伸ばすことができる。さらに、課題研究の成果

を各種学会や研究発表会等に積極的に参加して発信して

いくことは生徒の達成感に繋がり、内容に対する理解も深

まり、研究を深化・進展させていくことができる。 

 

【内容・方法】 

次の３つの観点から、少人数グループで上の学年からあ

る程度引き継いだ内容を研究課題として設定した。 

・少人数のグループであることは、グループ内での協力や

分担が可能なために研究が進めやすい上、各自の主体的

な活動もある程度求められる。 

・前年度の研究内容を引き継ぐことで、部活動のように学

年を超えた生徒のつながりが生まれ、上級生から下級生

への指導の場を設定できる。 

・前年度の研究内容を参照することで、複数年かけて内容

を深め、ある程度の研究レベルを維持できる可能性が高

くなる。 

 具体的には、大きく３つの研究グループに分かれて研究

を進めた。各活動内容は次の通り。 

１．環境化学グループ 

(1) 活動の概要 

 環境と化学を鍵にテーマを探して研究を進めた。昨年度

は、植物や動物に対する銅の微量金属作用にテーマを設定

した。今年度は、金属の中でも装飾品などに利用されてい

る銀に着目し、銀の黒い変色を元に戻す手法の検証をテー

マに設定した。 

(2) 年間の活動 

 はじめに前年度の内容の紹介と研究の進め方全般の説

明をした後、テーマ設定を検討し、研究を開始した。年度

末には、今年度の研究をまとめたレポートを完成させるこ

とを目標に進めていった。 

(3) 校外での発表実績 

2014.10.25 集まれ！理系女子 第 6回女子生徒による科

学研究発表交流会 

2014.11.3  京都産業大学益川塾第７回シンポジウム 

2015.1.25  平成 26年度集まれ！科学への挑戦者 

2015.2.7   第 15 回岡山県理数科理数系コース課題研 

究合同発表会 

２．時間生物学グループ 

(1) 活動の概要 

 本校は岡山大学理学部生物学科時間生物学研究室との

高大連携を行っており、課題研究のテーマとして時間生物

学分野を設定している。生徒達は、1年時の「生命科学基

礎」において、同研究室の富岡憲治教授から、時間生物学

についての講義を聞き、その研究分野についての大まかな

イメージが出来ている。 

今年度も昨年度に引き続き、植物の就眠運動リズムの解

析を主な研究テーマとし、研究対象として、デンジソウを

選択した。昨年度に自作した、就眠運動リズムを自動的に

計測できる装置を改良し、その利便性を高めた。また、環

境条件として、与える光の波長を変化させ、光波長と就眠

運動との関連性を考察した。さらに、就眠運動と光合成や、

就眠運動と蒸散など、他の生命現象との関わりに注目し、

光合成リズムや蒸散リズムの測定を行った。 

(2) 年間の活動 

１学期 研究方法の習得、昨年度に作製した就眠運動自動

記録装置の改良。 

２学期 作製した装置を用いてのデンジソウの就眠運動

リズムの詳細解析。光合成リズムや蒸散リズムの

計測。 

３学期 研究成果のまとめと発表資料の作成、発表練習。 

(3) 校外での発表実績 

2014.5.10  中四国地区生物系三学会合同大会（岡山大会）

高校生ポスター発表・植物分野最優秀プレゼ

ンテーション賞 

2014.8.6-7   平成26年度スーパーサイエンスハイスクール

生徒研究発表会・科学技術振興機構理事長賞 

2014.10月 第 58回日本学生科学賞岡山県審査・県知事賞 

2014.10.25 集まれ！理系女子第 6 回女子生徒による科

学研究発表交流会 

2014.12.24  第 58回日本学生科学賞中央審査・入選１等 

2015.1.25  平成 26年度集まれ！科学への挑戦者・優秀賞 

2015.3.18  第 56回日本植物生理学会年回特別企画「高

校生生物研究発表会」（東京農業大学） 

2015.3.21 日本生態学会第 62回全国大会（鹿児島大学） 

３．発生生物学グループ 

(1) 活動の概要 

＜両生類・爬虫類＞有尾類（アカハライモリ・シリケンイ

モリ・オオイタサンショウウオ）の日常的な飼育は、生命

科学コース 1年生全員が当番制で担当している。その材料

を生かして生命科学コース 2年生が研究を行い、得られた

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 

充実 
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成果を学会などで発表している。今年度、イモリのクロー

ン作成に取り組んだのは 2 年生 1 名だが、生物部の活動

として 1 年生 2 名が加わった。クローン作成実験、サン

ショウウオの配偶行動の記録ビデオの解析、イモリとサン

ショウウオの幼生・成体の世話に一年間取り組んだ。 

 テレメトリーを用いたカメの行動調査に取り組んだの

は 2 年生 3 名であった。毎日、受信機を使ってカメに装

着した発信機からの信号を受け取って位置を確定する方

法で行動を追跡した。このグループは、イモリの日常的な

世話（飼育）も行った。 

 動物を使った実験については、高校生の科学研究におい

ても国際的な生命倫理規定に対応する必要がでてきてい

る。前述のクローン作成実験では、本校運営指導委員の慶

応大学医学部井上浩義教授、山口大学理学部岩尾康宏教授

の指導のもとに ISEF の規定を遵守したかたちで実験し

ている。カメについても配慮して研究している。 

＜酵母＞酵母の研究を行ったのは 2 年生 3 名であった。

新たな野生酵母の採取は行わず、これまで 7年間で単離し

た菌株を用い、セルロース分解能とキシロース資化能の有

無の確認とそれがどの程度の能力なのかを中心に調べた。 

＜森林＞今年度の「自然探究Ⅰ」では、ブナ（夏緑樹林帯

で極相林を形成）の人工林を対象に調査を行った。生命科

学コース 1年生 3名がそのデータ解析を行った。 

(2) 校外での発表実績 

＜両生類＞ 

2014.5.10 中四国地区生物系三学会合同大会（岡山大会）

高校生ポスター発表・動物分野最優秀プレゼ

ンテーション賞 

2014.5.10 中四国地区生物系三学会合同大会（岡山大会）

高校生ポスター発表・動物分野優秀プレゼン

テーション賞 

2014.9.13 日本動物学会第 85回 仙台大会（東北大学）

高校生によるポスター発表・最優秀賞 

2014.9.21 平成 26年度日本水産学会秋季大会（九州大学）

高校生ポスター発表・最優秀賞 

2014.10.25 集まれ！理系女子第 6 回女子生徒による科学

研究発表交流会 

2014.11.9  第 53回日本薬学会・日本薬剤師会・日本病院

薬剤師会中国四国支部学術大会・優秀発表賞 

2014.11.15 第 23 回高校生によるバイオ研究発表会バイ

オ甲子園 2014本審査会・優秀賞 

2014.11.27 第 37回日本分子生物学会年会高校生研究発表 

＜酵母＞ 

2014.5.10 中四国地区生物系三学会合同大会（岡山大会）

高校生ポスター発表・生態環境分野優秀プレ

ゼンテーション賞 

2014.10.25 集まれ！理系女子第 6 回女子生徒による科学

研究発表交流会 

2014.11.9 グローバルサイエンスキャンパス＆次世代科学

者育成プログラム全国受講生研究発表会・優秀賞 

2014.11.27 第 37回日本分子生物学会年会高校生研究発表 

＜森林＞ 

2014.5.10 中四国地区生物系三学会合同大会（岡山大会） 

2014.8.3-4 高校生バイオサミット in鶴岡 2014 

2014.10.25 集まれ！理系女子第 6 回女子生徒による科

学研究発表交流会（ポスター） 

2014.12月 高校生科学技術チャレンジ（JSEC）2014・佳作 

 

【検証・評価】 

3学期に実施したアンケート結果より検証する。生命科

学課題研究について尋ねた結果は次のグラフである。 

 

伸ばしたい生徒の力について項目を設定している。面白

いと思ってこそ、興味が増すというのは当然関連があるた

め、いずれも肯定的な回答が大半を占める。課題研究は、

まず興味を持って取り組まなければ意味がないとの考え

で設定しているので、この２項目の達成度が高いことは最

初の目的を達成したと言える。プレゼンテーション力では

回答にばらつきがあるが、研究発表の際にグループ内での

役割分担が生じることから個人差が現れたと思われる。 

 

回答の選択肢間の相関を見たものが上の２つの図（軸の

数値の大きさがその気持ちの強さ、円の大きさが該当人数

を表す）である。左図は、やはり興味と知識の間に相関が

あることを示唆している。右図は、少しばらつきがあるも

のの、科学的手法と思考力の間にも相関があり、この２つ

は同じ程度に身に付いたと感じていることを示している。 

 

【今後の課題】 

 研究を一部継承していくシステムは、学年間の繋がりと

責任感が生まれ、内容も深まりやすいことから、引き続き

磨きあげるべきである。さらにその過程で生まれる研究の

種を育てることで、継続的な内容の広がりを図っていきた

い。研究発表は生徒の成長のきっかけとなっており、今後

もその機会をできるだけ多く与えていくべきである。 
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３－３ 数理科学課題研究 

対象：文理コース第２学年（２単位および随時） 

【仮  説】 

高校履修内容より高度な内容を扱うテーマの研究に取

り組み、専門家からの助言や大学等の協力を得ながら進め

る中で、真理を追及する姿勢や実験手法、実験技術が身に

つき、問題解決能力や想像力、研究発表会などでのプレゼ

ン技術を養うことができる。 

 

【内容・方法】 

(1) 活動の概要 

 物性、特に磁性についての研究を行った。原子・分子の

様子は目で見ることができず、イメージし難いものである。

本研究では、まず、方位磁石を原子・分子と見立てること

で熱運動の様子や磁化する様子をイメージしやすくし、物

性に対する知識を深め、その後、2種類のコイルと方位磁

石を用いて強磁性体が磁化する様子の可視化モデルを作

製することを試みた。さらに、コイルの作成、記録方法の

確立を行い、本研究が強磁性体のモデルとして相応しいか

確かめることを目指した。 

今年度は岡山大学「科学先取りグローバルキャンパス岡

山」に参加した。大学の実験室で実験し、教授から直接ア

ドバイスを貰えることは進路を考える上で良い経験にな

ったと思われる。また、月に数回の講義・実験に参加した

ことで他校の生徒と意見を交わすことに慣れ、そのことが

研究発表会でも発表側・聴き手側としての力を身に付けた

と思われる。 

(2) 年間の活動 

１学期 磁石について学習、実験装置作製 

２・３学期 計測実験・実験データ解析熱について学習。

研究テーマの学習。実験装置作製。発表会に

向けての資料作成。 

(3) 研究内容 

研究テーマ「方位磁石による磁化曲線」 

 方位磁石を用いて強磁性体が磁化する様子の可視化モ

デルを作製することを目的とする。方位磁石は 1個だと地

球磁場の影響で北を指すが、東西に 2 個 3 個・・・と並

べて行くと互いの相互作用の影響で東西のどちらかの向

きを向いて停止する。この様子は磁石を構成する微小磁石

が磁区を作っている様子に似ている。 

20 個の方位磁石を 1 列に並べ、磁場に対して平行に円

筒形コイルの中に設置する。この時、方位磁石の指す向き

は磁場の方向になる。コイルに流す直流電流の大きさを変

化させることで、磁場の大きさを徐々に変えて行き、コイ

ル内の磁場の向きが最初の向きと反転すると、並べた方位

磁石も向きが変わる。この様子は強磁性体が磁化する様子

に似ており、方位磁石とコイルで磁化する様子の可視化モ

デルが作製できないかと思い、実験を始めた。また、実際

の原子・分子は熱振動をしているので、熱振動の様子を再

現するため円筒形コイルを挟むように矩形コイルを配置

した。矩形コイルに交流電流を流すことで、円筒形コイル

内に設置した方位磁石が左右に揺れ、熱振動の様子を再現

できるのではないかと考える。 

(4) 校外での発表実績 
2014.7.31 第 9回 高校生・大学院生による研究紹介と

交流の会 

2014.10.26 工学フォーラム 2014 

2014.10.25 集まれ！理系女子 第 6 回女子生徒による
科学研究発表交流会 

2014.11.3  京都産業大学益川塾 第 7回シンポジウム 

2015.1.25   平成 26年度集まれ！科学への挑戦者 
2015.3.22   2015年度 日本物理学会第11回 Jr.セッショ

ン 

実験装置の作製 工学フォーラム 2014 

 

【検証・評価】 

下のグラフは今年度履修した生徒対象に実施したアン

ケート結果をまとめたものである。 

 

全ての項目で肯定的な意見になっている。①、②の項目

で肯定的となった理由は、馴染み深い磁石を研究対象にし

たこと、実験装置を自作したことが考えられる。また、実

験装置作製に時間がかかり、実験時間があまり取れなかっ

たため、③⑤の項目で「かなりあてはまる」を選んだ生徒

が少なくなったと思われる。岡山大学で実験したことで、

研究へのモチベーションの維持に繋がったと思われる。 

【今後の課題】 

 実験方法・解析方法の確立を通して、科学的手法、実験

観察の技術の向上に力を入れたい。 

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 

充実 
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３－４ 物質科学課題研究 

対象：文理コース第２学年（２単位および随時）

【仮  説】 

食品や化粧品などの普段の生活に関わる物に対して、

「抗酸化物質」をキーワードとして化学的な視点を向ける

ことでより深い科学的課題を見つけ出す。大学と連携する

ことで高度な実験方法で取り組み、まだ誰も知らないこと

を見つけ出すという科学的好奇心を刺激し、論理的思考力

を身につけることができる。 

 

【内容・方法】 

(1) 年間の活動 

 1 学期は課題研究の目的や実験手法を身につけるため

の講義や実験演習を行う。2学期より、研究課題を決定し、

各グループでの研究を開始する。詳細は以下の通りである。 

1 学期 課題研究基礎学習（9 回）。保湿クリーム作り。

抗酸化活性測定。講義：中村督宜先生（岡山大学） 

2学期 課題研究活動（11回）。研究計画。実験計画の作

成。実験。発表練習。 

3学期 課題研究活動（7回）。実験。論文作成。セミナー。 

(2) 研究内容 

テーマ『キュウリによる食品の保有する機能性への影響』 

キュウリによって、トマトが保有するヒト黒色腫細胞株

（皮膚がん細胞）の増殖抑制効果が低下した。この原因を、

“トマトの抗酸化能によるメラニン生成阻害効果がキュ

ウリによって低下させられる”と仮説を立てて検証する。 

テーマ『マスカットみたいな石けんを求めて』 

マスカットの抗酸化成分を配合した、新しい石けんの開

発に取り組む。マスカットの弾力、色、においに近づけら

れるように、リキッドソープの作成からゲル化までの工程

を化学工学的に開発する。 

テーマ『紫色と抗酸化活性の関係』 

アントシアニンは抗酸化物質であるが、その他にも抗酸

化物質は多数存在している。紫色の濃度と抗酸化活性との

間の関係を調べるために、ブドウ及びいくり（果肉が紫色

のスモモ）を試料として検証する。 

(3) 校外での発表実績 

2014.10月 第 58回日本学生科学賞  

2014.10.25 集まれ！理系女子 第 6 回女子生徒による科

学研究発表交流会 

2015.1.25 平成 26年度集まれ！科学への挑戦者 

2015.2.7  第 15 回岡山県理数科理数系コース課題研究

合同発表会 

2015.3.27 ジュニア農芸化学会 2015 

 

 

 

【検証・評価】 

 年度末にとった生徒のアンケート結果は以下の通りで

ある。 

 

 

 

 

 

平成 22年度から生徒が研究報告として論文をまとめる

指導を始めた。先輩の論文を参考に研究を進めていくこと

が基本として身につき、実験方法や研究内容について文献

を参考にすることが習慣となった。これは、3年連続して

大きく伸びた成果である。今年度、本講座を選択した生徒

の 75%は中 3 で課題研究活動に取り組んでおり、50%は

発表を行った生徒であった。中学時代の課題研究の経験が、

高校でも課題研究に取り組みたいと考えるきっかけとな

り、また、科学リテラシーの成熟を誘発していると期待で

きる。 

 

【今後の課題】 

 研究内容は後輩に引き継いでいるが，直接研究内容を先

輩から後輩に受け継いでいく機会を作る必要があると考

える。 

知識

研究体験

大学連携型課題研究の 

充実 
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３－５ 中学校課題研究 

対象：併設中学校（＝清心中学校）３年生 

【仮  説】 

中学校で課題研究を指導する場合、最も良く行われる指

導方法は夏休みの自由研究であるが、課題研究の考え方を

授業内で指導する方法については、まだ発達段階である。

そこで、クラスで共通のテーマについて課題研究に取り組

ませ、最終的に研究発表会へ参加させる指導を行う。また、

自発的に課題研究を行いたい生徒に対しては、個別に指導

する。これらの活動を通して、中学生という早い段階から

研究発表会に触れ、研究の質やプレゼンテーションの大切

さが意識されるので、高校段階での課題研究に対する生徒

自身の到達目標の向上を促すことができる。 

 

【内容・方法】 

10月に開催される「集まれ！理系女子 第 6回女子生徒

による科学研究発表交流会」でのポスター発表を目指して、

次のように指導を行った。 

(1)クラスでの取り組み 

理科の授業内において、課題研究の概論を説明した。研

究したいテーマと手段を生徒全員がエントリーシートを

作成し、その中からテーマを決定した。クラス全員でデー

タを集めさせた。データの集計と考察を代表生徒たちが行

い、発表の準備を行った。発表でのアドバイスをもとに、

さらに研究を深めて 12月の発表を目指した。 

・各クラスの研究テーマ 

 中 3A「もっとも消しやすい消しゴムを求めて」 

 中 3B「菌・細菌はどこにいる？」 

 中 3C「降水確率 50%で雨は降るのか」 

(2)希望者による取り組み 

数学、物理に関心のある生徒を募り、グループごとにテ

ーマを決めて指導を行った。 

・研究テーマ 

「虹の半径の測定」 

「表面張力の測定」 

「地域差による海水の塩の濃度の違い」 

「ジョーカーはどこにあるのか」 

「小学生に新聞が読めるか」 

(3)部活動での取り組み 

科学部が継続的に取り組んでいる環境調査を通して、調

べるだけではなく発表に向けて指導を行った。 

・研究テーマ  

「学校周辺の水質調査」 

(4)校外での発表実績 

2014.10.25 集まれ！理系女子 第 6回女子生徒による科

学研究発表交流会 

2014.12.23 サイエンスキャッスル 2014in関西 

 
集まれ！理系女子 第 6回女子生徒による科学研究発表交流会 

 
サイエンスキャッスル 2014 in 関西 ポスター発表 

 

【検証・評価】 

中学で課題研究の指導を行って 3年目となったが、高校

での研究活動と中学での活動がつながるようになった生

徒がみられ、高校での研究を楽しみにする生徒が増えた。

来年度生命科学コースを志望する生徒が、発表者からは

12名出ている。また、昨年度中学 3年次に発表をした 15

名のうち、8名の生徒が生命科学コースに進学して課題研

究に取り組みたいと考えているが、発表しなかった生徒か

らも、文理コースにおいて課題研究を希望するものもあら

われた。 

 

【今後の課題】 

 実験や発表など、高校生が中学生に指導する場をつくり、

高校生を身近なロールモデルとした中高連携を図りたい。 

知識

研究体験

併設中学校生徒への 

課題研究指導 
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３－６ 学会等発表 

 

【仮  説】 

取り組んできた研究成果を発表することでプレゼンテ

ーション能力が養われるとともに、発表に向けてデータの

整理や、それに関する考察を行うなかで、研究内容に関す

る知識を深めることができる。また、発表後に行われる質

疑応答をこなし、様々なアドバイスを聞くことにより、自

分の研究内容について見直し、さらに他の研究発表を聞く

ことで、自分達の研究に足りないものを見つけ、それ以降

の研究に対する意欲を高めることができる。 

 

【内容・方法】 

平成 26年度の各種研究発表会の参加状況を下表に示す。 

 

【検証・評価】 

 平成 26 年度は 25 の学会・発表会において発表を行っ

た。昨年度は 28であったので、数は減ったものの、平成

26 年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究発表会

での科学技術振興機構理事長賞や、第 58回日本学生科学

賞における入選 1等など、全国レベルの大会において成果

を残すことが出来た。生徒達は発表に向けて多くの時間を

費やし、実験データの整理と考察や、度重なるプレゼンテ

ーションの練習を行った。また、研究成果をポスターにま

とめるだけでなく、より説明が分かりやすくなるよう参考

文献などを用いて補助資料の用意も入念に行い、各発表に

臨んでいる。そのように準備する中で、研究内容について

の知識が深まり、プレゼンテーション能力が向上したのは

間違いない。また、発表で得られたアドバイス等を後の研

究活動に活かす姿勢も各研究グループにおいて多く見ら

れた。以上より、仮説通りの成果が得られていると考えら

れる。 

平成 26年度スーパーサイエンスハイスクール生徒研究

発表会で使用したポスターを次頁に示す。 

 

【今後の課題】 

 来年度以降も今年度と同様、積極的に校外の研究発表会

へ参加を目指す。

 

知識

研究体験

理数系コンテスト・学会 

での発表実績の向上
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３－７ 実践英語（科学英語） 

対象：生命科学コース各学年（１単位） 

【仮  説】 

将来、科学技術分野の研究に携わる場合、英語の運用能

力は必須とされる。通常の文法中心の授業で得た言語材料

を基にして、英語によるディベート学習に取り組むことで、

「科学英語」に親しむとともに、客観的思考力、判断力の

育成、主体的表現力を身につけることができる。 

 

【内容・方法】 

平成 18年度より、学校設定科目「実践英語」を設定し、

多読と速読の指導を中心に進めてきたが、平成 21年度よ

り生命科学分野の諸問題をテーマとしたディベート学習

を始めた。毎年、科学英語研究会を開催して、さまざまな

視点や活動場面に焦点を当てたディベート学習の取り組

みを紹介した。今年はこれまで見過ごされてきた「生徒の

相互評価をいかにディベートの改善に生かすか」という観

点で授業を行った。以下に高校 1 年 3 学期から 2 年生ま

での指導計画を以下の表に示す。なお、このディベート学

習は国語、社会、理科が連携した教科横断型で指導を進め

ていった。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知識

研究体験

科学英語のカリキュラム 

開発 



14 
 

(2) ディベート学習の目的 

① 問題意識を持たせる 

ディベートの論題にかかわる語彙を学び、国内外の資料

と情報を研究する中で、社会問題の背景知識を深め、視野

を広げる。また、さまざまな問題意識を持たせる。 

② 論理的な思考力の養成 

自己の主張の優位性を示すためには自説を論理的に構

築せねばならず、相手の論理の妥当性や矛盾を見抜き反論

することも必要である。論を構築する中で、感情や感覚で

はなく、事実や証拠をもとに筋道を立てて冷静に述べる能

力を鍛える。またその中で、全ての物事には二面性があり、

様々な見方が存在することを理解し、柔軟な思考力も育て

る。 

③ コミュニケーション能力の向上 

議論を交わす中で、相手の発言に注意深く耳を傾け、相

手の立場で考える態度を育てる。またグループ内でのディ

スカッションの中で、協調性やコミュニケーション力を向

上させる。また、声の大きさやテンポ、表情などで分かり

やすく説得力をもって伝える技術を身につけることで、今

後の研究発表やディスカッションで役立てる。 

④ 主体性を養う 

自分の学習に自信と責任を持たせる。自分で到達目標を

設定し、生徒同士や教員と話し合う中で、そこに至るまで

に必要な知識やスキルを身につけさせる。 

(3) 公開授業（第７回科学英語研究会）  

実施日：平成 26年 6月 22日（日）13：40～14：30  

対 象：生命科学コース 2年生（18名） 

担当者：デーヴィス・マシュー  小寺裕之 

目 的：ディベートの基礎的な要素を練習しながら、ディ

スカッションと評価によって、改善点を洗い出し、

さらに向上させるための方策を考える 

テーマ："Resolved: Reducing carbon dioxide emissions is 

mainly the responsibility of developed countries." 

「論題：二酸化炭素排出量の削減は，主に先進国の責任である。」 

第７回科学英語研究会の様子 

 

【検証・評価】 

 生徒アンケート（グラフ１）からほとんどの生徒は半年

間のディベート学習に充実感を得るとともに、二酸化炭素

の排出削減問題に関心や理解を深めていることが分かる。

またディベートの進め方を知ると共に、英語を用いた表現

力に意欲と自信を増している。 

 

また、次のグラフ２から参観したほとんどの教員はこの

ーマや、生徒の積極性を強く肯定している。また科学の興

味付けや科学英語習得に有利であると感じており、ディベ

ートの有効性を肯定している。そしてほとんどの教師が自

分の「授業の参考にできる」としており、成果の普及とい

う点でも効果があった。 

 

2学期の特別講座からは、同じテーマの下でグループ内

での役割を回して、色々な立場で立論・表現できるような

練習をし、3学期には絶滅危惧種の保護をテーマにパーラ

メンタリーディベートの中の即興型ディベートに取り組

み、論理力・瞬発力の育成を目指している。次のグラフ３

は 2年生の 1月の意識調査の中で、SSH事業の中で「英

語で表現する力を高める学習」について問うたものである。

英語で考えて表現することに慣れ、効果を感じている。 

 
この先、3年生になると、2年生で作成した課題研究の

ポスターを英語で論理的に説明し、質疑応答できるように

練習し、2学期には口頭発表できるようにする予定である。 

 

【今後の課題】 

 公開授業は一つの通過点であり、プログラムの一部であ

る。英語ディベート学習をするにあたり、英語科だけでな

く、国語、社会、理科等の教科横断型で取組み、毎年、バ

ージョンアップを図ってきている。時間がかかることだが、

ディベート学習で培った色々な力（論理力や表現力など）

をもとにライティングの力を育成し、将来的には英語でデ

ィスカッションができ、科学的レポートや論文が書けるよ

うにしていく必要がある。 
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３－８ 自然探究Ａ 

対象：生命科学コース第１学年、文理コース第１・２学年希望者 

【仮  説】 

マレーシアは多民族・多宗教で、英語も広く使われてお

り、国際理解を進める点では有効な地域である。その中で

ボルネオ島は、世界的な生物多様性ホットスポットの１つ

であり、単に生物学だけでなく環境教育にも適した地域で

ある。こうした海外地域で、現地の大学と連携して環境教

育と国際理解をテーマにした研修をすることは、国際的な

視点で環境問題を見る目を養うとともに、英語運用能力・

表現力を向上させ、またそうした分野の学習意欲を喚起す

るうえで有効である。 

 

【内容・方法】 

平成 18 年度から、マレーシア・サバ州（ボルネオ島）

の国立サバ大学熱帯生物保全研究所と連携した「Global 

Generation Programme」として７泊８日で実施してきた

が、平成 23年度（第 6回）より理科の学校設定科目「自

然探究Ａ」とし、実施期間を 9泊 10日とした。24年度よ

りボルネオ東部の研修を取りやめて、マレー半島南部ジョ

ホールのフセイン・オン大学と連携した研修に変更した。 

(1) 研修の目標 

① 熱帯の「生物多様性」についての体験学習 

② 外国の大学での研究・講義の体験 

③ SSH の課題研究発表をきっかけにした国際交流の促進 

④ 科学英語の実践 

(2) 研修日程・内容 

日次 月日(曜) 行     程 

１ 
3/24 

（月） 

ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ経由、ジョホールバルへ 

着後、宿舎へ 

２ 
3/25 

（火） 

フセイン・オン大学プログラムによる現地
研修（マングローブ林観察等） 

ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙ経由でコタキナバルへ 

３ 
3/26 

（水） 

サバ大学熱帯生物保全研究所 

博物館見学、大学生との交流 

４ 
3/27 

（木） 

サバ大学での講義（生物多様性、自然環境
の保持、伝統文化等）、生徒の課題研究発表

５ 
3/28 

（金） 

サバ大学プログラムによるフィールドワーク
（マングローブ林観察、植林体験） 

６ 
3/29 

（土） 

サバ大学プログラムによるフィールドワーク
（キナバル山麓観察、ポリン温泉森林観察等）

7 
3/30 

（日） 

サバ大学プログラムによるフィールドワーク
（マヌカン島・サピ島自然公園観察） 

8 
3/31 

（月） 

サバ大学プログラムによる現地研修 

コタキナバル市場・水上村・モスク見学 

9 
4/1 

（火） 

ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙへ移動後、市内見学 

ｸｱﾗﾙﾝﾌﾟｰﾙより空路、帰国の途へ 

10 4/2（水） ＪＲにて岡山へ 

【検証・評価】 

１ 研修前後の意識の変化（横軸は事前→縦軸は事後） 

 

グラフ①より事前の予想通り環境破壊が進んでいたと

した生徒が多いが、研修後、環境優先に転じたものと経済

優先に転じたものが同数程度いる。しかし、植林体験など

を通してボルネオの自然保護の重要性は皆、認識している。

グラフ②より現地の学生は予想した以上に日本のことを

理解していると感じている。グラフ③より現地の人の英語

は native でない分、生徒には聞き取りにくかったようだ

が、グラフ④に見られるように、特に自信の無かった生徒

のコミュニケーションが思った以上に取れている。世界に

は様々な英語があり、わずかな違いは乗り越えられること

を学んでいる。 

２ ボルネオ研修で伸びたもの 

 

グラフから、生徒は熱帯林という未知の自然に入り、多

様な動植物を興味深く意欲的に観察していることがわか

る。また、自然環境や文化の異なる中、自分で考えて動き、

友人と協力して乗り越えていく力をつけている。現地学生

との交流やモスク見学などを通して、異文化を敬う気持ち

が大変強まった。この研修は国際的な視点で環境問題を見

る目を養うこと、英語運用能力を向上させ、そうした分野

の学習意欲を喚起するうえで有効であった。 

【今後の課題】 

今後、熱帯林を課題研究対象とした調査を検討したい。 

知識

研究体験

海外研修プログラムの 

開発 
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３－９ ＥＳＤ活動の普及 

 

【仮  説】 

環境、人権、異文化理解等、従来から高等学校で行われ

ていた教育活動を、ESD の視点に置き換えて再構築して

いくことは、生徒の主体的で協働的な学習活動を喚起する

とともに、学校の活性化に繋がっていく。 

 

【内容・方法】 

本校の SSH事業には当初より環境保護や男女共同参画

（女性の理系進学支援）、異文化理解などの ESD 内容を

多く組み込んでいた（この報告書内にも記載）。今年度は

さらに活動の内容・対象・方法等を拡充した。 

(1) 人権教育の ESD化 

「男女共同参画社会に向けた人権教育」をテーマに 1

年生から 3 年生までのロングホームルームにおける 3 年

間の活動計画を作成し、各学年で実践した。1年生の「女

性への抑圧を知ろう」は日本ユネスコ国内委員会発刊の

ESD 優良実践事例集に掲載された。また 2年生では、総

合学習の「女性」講座を学習した生徒から他の生徒に「問

題意識を伝える」こ

とから始めるなどの

新しい手法を取り入

れた。これは岡山県

高等学校教育研究会

人権教育部会でも実

践報告をした。 
 

(2) 環境教育の ESD化 

1 年生のロングホームルームにおいて、「清心トンボ」

と題した持続可能なまちづくりについてのグループ学習

を行った。水を中心とした環境資源の大切さを認識し、環

境に配慮した暮らしをイメージすることで、川を通して地

域は繋がっていることに気づくことができた。 

(3) 国際理解の ESD化 

1 年生の現代社会の授業において、「貿易ゲーム」と題

した先進国と途上国の生産性の相違を中心に貧困を考え

るグループ学習を行った。ゲームを通して先進国だけでな

く、みんなの利益をどう出すかを考えるに至り、フェアト

レードの必要性を認識できた。また生命科学コース 1年生

は「世界一大きな授業 2014」に参加して、多くの子供が

学校にアクセスできるよう定時制の学校を整備すべき、と

政府に提言した。 

(4) ネットワークの拡大 

活動を展開する上で、他校の高校生と連携していくこと

は、必須の要件であるが、グローバル時代の現代において、

国外の多様な地域の高校生との連携はより重要な意味を

持つ。本校は平成 24年秋より、スカイプミーティングで

の意見交換を行っている。ユネスコ世界大会を引き受けた

岡山市当局の紹介によるオランダの WereDI スクールが

最初の相手である。共学だが生徒年齢が 13 歳から 18 歳

までというのは、中高併設の本校にマッチしていた。以後、

年 2回のペースで「水」「食料」「エネルギー」などの普遍

的なテーマで意見を交わした。 

今年度の実施 

第 1回（6/11  15:30～16:15現地時間 8:30～9:15） 

内 容：①日本とオランダの学校制度の紹介 

②「遺伝子組み換え食品について」 

生 徒：高校 1年生（10名） 

第 2回（3月実施予定） 

なお第 2回は先方のコーディネーターの取り計らいで、

日本の学校との交流を希望していた、Sint-Jans college

校に決まった。オランダ南部のフーンスブルクの中等教育

学校である。なお、WereDIスクールとの交流相手ではあ

るが、インターネット環境が不安定なため、連絡が取りに

くいバングラデシュの学校についても交流を試みたい。 

昨秋、岡山市において「ユネスコ世界大会高校生フォー

ラム」が開催され、本校も運営協力校として、44 人の生

徒が直接運営に関わった。それと関連して、大会直前に地

域交流会が設定され、本校はフィリピンチームのホスト校

となった。本校の授業に加わって環境問題の意見交換や全

校生徒との交流会をした。これを機にフィリピンのユネス

コスクール Ramon Pascuai高校とのネットワークを築く

ことができた。 

持続可能な発展についての意見交換 

 

【検証・評価】 

 ESD に視点を置くと授業形態でワークショップが増え

てきた。そのため主体的に考え、相手の意見を聞き、協力

してまとめ上げようとする姿勢が強まった。ユネスコ世界

大会というイベントが大きな追い風ではあったが、ESD

的な授業展開や数々の外国人の学校訪問等で全校生徒が

世界に目を向け、何かをしようとする意欲は強い。学校の

活性化は進んでいる。  
 

【今後の課題】 

海外の交流校が増加したが、具体的な交流内容の検討が

これからの課題である。 

「女性」講座受講者から問題提起

知識

研究体験
ＥＳＤの実践研究 
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３－１０ 学校ビオトープ 

 

【仮  説】 

 本校では、2012年 9月に学校の敷地内に希少種の保護

を目的としてビオトープを造成した。実験室内に限らず、

より自然に近いビオトープ内でこれらの種の生態研究を

進め、繁殖につなげていくことを計画している。この活動

を中学生・高校生が主体となって行うことで、生徒の希少

種に対する保護意識が高揚することに加え、近年、様々な

理由により劣悪化しつつある水辺環境の保全意識を高め

ることができる。 

【内容・方法】 

 2014年度は生物部・生命科学コース 3年生の生徒を中

心とし、造成したビオトープの管理、昨年に移植入した希

少種の生態観察を行った。昨年までに、希少種として、水

生シダ植物のデンジソウ、アカウキクサを移植している。

また、本校で飼育している有尾両生類の中で、今年度は新

たにアカハライモリ（幼生）の移入を行った。また、希少

種がきちんと生育できる環境かどうかを確認するため、1

年中を通してビオトープの水温を記録した。 

【検証・評価】 

 デンジソウ、アカウキクサは環境省レッドリストで絶滅

危惧種に指定されている種である。移植したデンジソウや

アカウキクサは、今年度も順調に生育し、デンジソウにつ

いては、繁殖のための胞子嚢果をつける様子が確認できた。

また、アカウキクサは通常、浮遊性植物であるが、本校の

ビオトープ内では、ビオトープの淵に根を張り、陸生化し

ている。昨年度に移植した個体が、今もなお残っていると

ころを見ると、繁殖に成功していると考えられる。これら

の種の生育適温は 20～30℃とされているが、ビオトープ

内の水温は春先では 25℃前後、7～8月では 30℃前後を推

移していた。7月末に、35℃を超える日があったため、ビ

オトープ上を遮光ネットで覆うことを試みたところ、水温

が 5℃近く下がり、真夏でも 35℃を超える日はなくなっ

た。よって、植物の生育の様子を見ながら、温度調節をす

る必要があることが分かった。また、今年度新たに移入し

たアカハライモリは、変態後の生体をまだ確認できていな

いが、今後暖かくなってから、ビオトープ内の生物調査を

していき、生育できているかどうかを確認したい。 

 
【今後の課題】 

生物部の生徒に限らず、ビオトープの管理に関わる生徒の

輪を広げることが今後の課題である。 
 
 

３－１１ 校内里山づくり 

 
【仮  説】 

本校は木々に囲まれた「二子の丘」を敷地としている。

敷地内の森は手があまりつけられていないため、遷移が進

み植生が豊かになっている一方で、徐々に人を寄せ付けな

い姿となってきた。校内の環境整備のために行う里山作り

を通して、持続的な自然との共生という概念を育成するこ

とができる。 

 

【内容・方法】 

「二子の丘レンジャー」と題して、以下の日程で、中高

生対象に希望者を募集し、生徒が登校する道路斜面の木々

の間伐と下枝刈りを行った。 

中高生：11月 15日、 中学生：1月 17日 

高 3生：2月 9日、2月 13日、2月 16日、2月 20日 

 

【検証・評価】 

(1)参加者 

11月 15日：生徒 11名、教員 10名 

1月 17日：生徒 8名、教員 5名 

2月 9日～20日:生徒のべ 20名予定 

(2)生徒のようす 

参加した生徒は、校内の木に触れたり、森に入った経験

がほとんどなかったが、2・3 人のグループに分かれ、そ

れぞれの場所で集中して間伐を行っていた。急斜面を登る

必要もあったが、生徒同士で、登るコツを伝え合ったり、

作業を分担するなど、集団活動能力の成長が見られた。木

の名前を確認したり、木の堅さや重さを直に体験し、実体

験でしか得られない学習成果を得ていた。 

 進路の確定した高 3生が、もっと学校のために活動した

いと申し出たことで、2月に 4回の実施を行った。生徒は

二子の自然も学校の一部と位置づけていることから、今後

も必要な活動であるといえる。 

 

【今後の課題】 

中学から森林に入ることによって、自然への抵抗を少な

くし、生命科学コースへの関心を高めていく活動につなげ

たい。また、ビオトープの活動や科学部の環境調査などと

情報や技術の共有を進めることが必要と考えられる。 

知識

研究体験
ＥＳＤの実践研究 

知識

研究体験
ＥＳＤの実践研究 
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３－１２ 理科教材開発 

対象：生命科学コース第２学年、併設中学校（＝清心中学校）第２・３学年

【仮  説】 

中学学習指導要領では、「自然の事物・現象を科学的に

探究する能力の基礎と態度を育てるためには、問題の発見、

実験の計画と実施、器具などの操作、記録、データの処理、

モデルの形成、規則性の発見など、科学的に探究する活動

を行うことが必要である。」「しかしながら、科学的に探究

する能力は一挙に獲得できるものではなく、具体的な問題

に取り組み、それを解決していく活動を通して身に付けて

いくものである。目的意識をもって観察、実験を行い、得

られたデータを分析して解釈し、適切な判断を行うような

経験をさせることが重要である。」と解説されている。そ

こで、『独立変数、従属変数』を明確に意識させるための

教材を開発することで、「目的意識を持った実験計画とは

何か」を指導することが可能になると考えた。この成果は、

課題研究活動にも波及すると期待する。 

 

【内容・方法】 

(1) 中学：「発熱量と水の温度上昇」《中 2》 

校時 テーマ・指導内容 

1 時間を独立変数とした水温上昇の測定 

2 
電流を独立変数とした水温上昇の測定と、水の質量
を独立変数とした水温上昇の測定。 

 

(2) 中学：「クラスで取り組む課題研究」《中 3》 

校時 テーマ・指導内容 

1 課題研究の分野と研究計画 

2 
問題の発見と実験方法の決め方: 実験・独立変数・
従属変数を意識した実験方法を学習させる。 

3 
統計と考察：得られた実験結果を客観的、論理的に
検証する方法を学習させる。 

4 

研究体験:独立変数、従属変数の考え方をもって、実
験に取り組めるようにする。実験結果を統計的にま
とめて発表できるようにする。 

5 研究テーマ決定 

6.7 クラスで取り組む課題研究 

 

(3) 高校：「可逆変化と化学平衡」《高 2》 

校時 テーマ・指導内容 

1 

独立変数を塩酸の体積、従属変数を吸光度としてグ
ラフを書かせ、横軸の変数を物質量や水素イオン濃
度などに変えたときのグラフの変化に気づかせる。

【検証・評価】 

(1) 中学：「発熱量と水の温度上昇」《中 2》 

独立変数が異なった実験をグループ毎に分けたため、実

験目的が明確になり、責任を持って実験に取り組む姿勢が

見られた。2 校時目の独立変数を確認したことによって、

1校時目の「時間」が独立変数になっていた実験と混同し

ていた生徒の思考を修正してから実験に取り組ませるこ

とができた。 

(2) 中学：「クラスで取り組む課題研究」《中 3》 

次校時の研究テーマ決定向けて生徒の実験テーマの設

定において、独立変数が明確でないことに気づかせること

によって、生徒がより深いテーマに再考する姿が見られた。

独立変数の概念は、中学生にとって難しいものではなく、

探究的な活動に深い思考力を持たせるために必要なもの

であるといえた。 

(3) 高校：「可逆変化と化学平衡」《高 2》 

実験内容に対して、生徒は難しいと感じていたようだが、

目的を明確にしていたため、グラフを書く作業には生徒が

理解をした上で入ることができた。独立変数を明確にする

ことは、実験内容を理解させる上で大変有効であったと考

えられる。ただ、1時間では時間が不足して、複数のグラ

フを書くことができなかった。 

 

  

【今後の課題】 

 課題研究を行う上での実験計画には、さらに剰余変数の

概念を指導を行う必要がある。また、加速度を求めるとき

など、実験での従属変数は速度だが、最終的に求めたいも

のは計算によって求めるという、段階的な処理について指

導が必要である。 

知識

研究体験

新学習指導要領に対応した

理科の教材や指導方法の開発
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３－１３ 生命科学実習 

対象：生命科学コース第１学年（随時） 

【仮  説】 

大学の整備された施設で専門の先生や学生TAの指導の

下で、実験や実習を体験することは、科学に対する興味・

関心を持たせることに有効である。また、大学生活への期

待を高めるとともに、高校での学習内容の先を見通すこと

ができ、学習意欲を高めることができる。 

 

【内容・方法】 

平成 18年度以来、福山大学生命工学部と連携し、生物

工学科、海洋生物科学科、生命栄養科学科の 3学科におい

て年 3回の講義と実習を行ってきた。実習は小グループに

分かれ、それぞれに先生や TAがついて指導を行った。 

第 1回 6/14（土）  

講義「ＤＮＡの抽出と電気泳動による分離」 

「植物の色の変化を調べよう」 

実習「簡単な生物・化学実験」 

 ・酵素分析―果物や飲物など植物に含まれるぶど

う糖の量を測定 

・ＤＮＡの抽出と電気泳動による分離 

   ・酵母の生活史 

    ・見る技術（実体顕微鏡・走査型電子顕微鏡） 

   ・ブドウの科学的理解～その成分と利用法～ 

第 2回 9/27（土）  

講義「生物の多様性と共通性」 

実習「水生生物の形態を観察してみよう」 

「PCR法を使って DNAを増やしてみよう」 

「魚類の解剖」 

第 3回 11/15（土）  

講義「食品の色素 ―楽しく安全に食べるために―」 

実習「タール系食品色素の分析」 

「食事の介助実習」 

 

第２回 水生生物の観察 第３回 食事の介助実習 

 

【検証・評価】 

次のグラフは実習後に生徒からとったアンケート結果

3 回分を 1 つにまとめたものである。90%以上の生徒が、

「興味深く」「通常では学べない内容」を「大学の先生の

熱心な」ご指導の下で、「分かり易く」教わり、「真面目に

取り組んだ」ことが分かる。 

 

 

次のグラフは 1月末に実施した SSH活動についての 1

年生の意識調査の中で、「実験観察への興味」が増したか

どうかを示している。75%の生徒は向上したと答え、もと

もと高かった生徒の 15%を加えて、90%の生徒は理科実

験への興味の高さを感じている。 

 

 次のグラフは卒業生への意識調査の中で、「大学での勉

強に影響しているか」の項目で福山大学実習についての部

分である。これによれば、高校 1年生での活動にもかかわ

らず、90％以上の卒業生はこの実習体験が大学での勉強

に影響していると答えている。 

 

現在の該当生徒や卒業生の報告等から大学の整備され

た施設で専門指導員による実験・実習を体験することは、

科学に対する興味・関心を持たせることに有効であり、将

来の研究活動に良い影響を与えることがわかる。 

 

【今後の課題】 

 福山大学の多大な協力の下で、9年間、改善しながら生

徒への科学実験の基礎的知識や興味付けを行ってきた。事

業としては、十分な役割を果たしたといえる。ここでの基

礎実験や実習で扱った内容が 2 年生の課題研究のテーマ

になっているものもある。少し遠方であるので、その指導

の連携をいかにうまくやっていくかが今後の課題である。 

知識

研究体験

観察や実習を活用した体験型

学習プログラムの開発
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３－１４ 自然探究Ⅰ 

対象：生命科学コース第１学年（１単位） 

【仮  説】 

自然豊かな地において、大学や研究機関の専門家の指導

の下で環境学習を行うことは、自然を様々な角度から学び、

多様性を理解することができ、自然観察や実習に対する興

味・関心、学習意欲を高めるのに有効である。また、実習

を通して協調性やリーダーシップを養うことができる。 

 

【内容・方法】 

平成 18年度から、鳥取大学農学部との連携で附属施設

を利用して実施してきた。研修は大学教員や学部生 TAに

よる講義と実習を中心にしている。TAにはロールモデル

提示として女性に依頼している。この研修において、森林

環境の理解に止まらず、調査手法からデータの解析方法な

ど多くの内容を学ぶことから、平成 23年度より学校設定

科目「自然探究Ⅰ」として実施している。 

実施日：8/4(月)～8/8(金)[4泊 5日] 

場所：岡山県真庭市蒜山上徳山  

鳥取大学農学部付属教育研究林「蒜山の森」 
内 容： 

8/4 
1日目 

・講義「蒜山の自然」、「野生生物との出会い」

・研修の目的「生物多様性」、「樹木による二

酸化炭素吸収量の推定」について講義 

8/5 
2日目 

・樹木識別実習・林業体験（ヒノキの枝打ち）

・樹木観測用ジャングルジムから植生の観察

・樹木識別確認テスト 

8/6 
3日目 

・樹高、樹齢測定実習（人工ブナ林） 

・測定データ解析① 

・女子大学生による研究紹介 

8/7 
4日目 

・測定データ解析② 

・火入れ地跡地の植生観察 

8/8 
5日目 

・ツリークライミング 

・実習のまとめ 

「自然探究Ⅰ」の成績評価 

 生徒の評価は、「関心・意欲・態度」「思考・判断」「観

察・実験の技能・表現」「知識・理解」の４つの観点にも

とづくものとした。具体的には、「活動に積極的に参加し

ていた」「集めたデータの整理を論理的に適切にできた」

「測定や観察記録を正確に行い、実験操作を的確に行うこ

とができた」「樹木の判別ができ、自然の中で森林の果た

す役割を理解できた」という点をどの程度達成したかをも

って 5段階で評価した。 

ヒノキの枝打ち 青空教室で森林についての講義

樹齢測定 樹木の同定 

女子大学生による研究紹介 測定データの整理 

講義の様子 火入れ地の散策 

ツリークライミング 
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【検証・評価】 

グラフ１は研修後の自己評価についてである。多様な研

修内容に満足しており、充実した 4 泊 5 日を過ごせたと

感じる。実際に「蒜山の森」や火入れ地を歩くことで自然

への関わり方を学べた。また樹齢測定、ヒノキの枝打ちな

ど自分たちで行うことで、生物の観察の仕方、生物のはた

らき、森林の調査方法の理解度が高まった。 

 

 
 

次のグラフ２は研修中のグループ活動でリーダーシッ

プを発揮したかどうかを調査した結果である。「皆に頼ら

れた」が他の２つに比べて低いが、これは実習を「頼られ

る・頼られない」という考えで行うのではなく、「協力し

て実習を行い、自分の役割に責任を持って行った」という

考えで実習に取り組んでいたと考えられる。このことはグ

ラフ３の様子からも伺える。協力関係を作れることはリー

ダーシップを発揮していく上で必要な力なので、この実習

でリーダーシップを養うことが出来ると考える。 

 

 

 

また、研修前に比べ研修後には山に入る抵抗感や、植

物・生物に触れる抵抗感もなくなった生徒が多く、この研

修は自然観察や実習に対する興味・関心、学習意欲を高め

るのに有効であると言える。 

 

 

 

以下に生徒の感想を載せる。 

・毎日の野外研修を重ねるごとに、自分が森に入っていく

ことに慣れて行っていると感じました。1番印象に残っ

ているのは火入れ地の観察で、すごく疲れたけど、上か

らの景色は最高でした。植物の大切さがとてもよく分っ

たので、意識を変えて、これからもっと自然を大切にし

たいです。 

・虫に沢山刺されたけど、今後どうすれば良いかとか虫に

刺されたことで分ることがあった。火入れ地など山に登

ったとき、伝言や滑った時に助けることや助けられるこ

とは大切だなと思いました。 

・最初は 1週間の研修は長いと思っていたけれど、普段出

来ない体験ができて充実した 1週間になったと思った。 

・森林調査や、そのデータを整理するのが初めてで、新し

い体験と勉強が出来ました。自然環境や森林についての

研究にも興味がわき、充実した研修になりました。 

・研修前に比べて自然や生物の大切さをよく知ることがで

き良かったです。また、山林に分け入って行くことに抵

抗がなくなったので良かったです。 

 

【今後の課題】 

 鳥取大学の先生、学生の方々の多大な協力のもと、9回

目の研修も成熟した内容で充実したものであった。また、

本校卒業生や昨年度研修に参加した生徒も本研修に参加

し後輩の指導にあたり、学年を超えた研修内容になってい

る。今後もこの縦の繋がりを太くしながら、さらに研究を

広げて行くことを考えていきたい。 
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３－１５ 自然探究Ⅱ 

対象：生命科学コース第２学年（１単位） 

【仮  説】 

自然豊かな実地における環境学習を短期集中で実施す

ることで、日常では不足している自然体験を補い、大学や

研究機関の専門家から直接指導を受けて活動することで、

様々な角度から自然について学び、その多様性を深く理解

することができる。 

 

【内容・方法】 

(1) 今年度までの流れ 

旧来の修学旅行は、学年の生徒全員が同じ場所に行き、

内容は教会でのミサ、名所旧跡の見学、山登りであった。

「学習の動機付け」になるような研修をする旅行というこ

とで、「複数のコースから生徒が選んで参加する」スタイ

ルに 1999年度から変更し、沖縄県への研修旅行は始まっ

た。沖縄本島内で「自然環境コース」「戦争平和コース」

「歴史文化コース」を設定した。1999年、2000年度の内

容は好評で、2001 年度も実施する予定であったが、アメ

リカの同時多発テロ事件の影響で急遽中止になってしま

った。それ以後、行き先を 2001 年度は東京、2002 年度

は北海道にしたが、復活要望もあり、2003 年度から「北

海道歴史文化コース」「北海道自然環境コース」と並行し

て、再び「沖縄戦争平和コース」「沖縄自然環境コース」

を復活させた。2003 年度からの「沖縄自然環境コース」

は西表島での自然体験に重点をおいたものに変更し、さら

に 2006年度の生命科学コースの設定に伴って、生命科学

コース全員を対象として内容を更新して一昨年度まで実

施してきた。2013 年度から学校設定科目として単位化す

るにあたり、旅程を３泊４日から４泊５日に、行き先を沖

縄本島及び座間味島に設定し、大学との連携をより多く取

り入れた実習中心の内容へと大きく変更を加え、本年度に

至る。 

(2) 今年度の実施内容 

沖縄において 2014年 9月 30日（火）～10月 4日（土）

の 4泊 5日で、次の行程での実施となった。 

１
日
目 

（岡山空港→那覇空港→慶佐次湾へ） 

実習１：慶佐次湾のヒルギ林で生物観察 

（→琉球大学熱帯生物圏研究センター瀬底研究施設へ）

講義１：沖縄の固有種オオコウモリ 

２
日
目 

講義２：沖縄のサンゴ礁 

実習２：サンゴ観察実習 

実習３：海岸実習（測量と生物分布） 

実習４：プランクトン採取・観察実習 

３
日
目 

（→沖縄科学技術大学院大学へ） 

講義３：女性研究者の講演（魚の目の分化） 

講義４：女性研究者の講演（何になれるか） 

（→座間味島へ） 

実習５：星空観察 

４
日
目 

実習６：島の自然観察実習（海岸・海中） 

（→琉球大学風樹館へ） 

講義５：沖縄の自然と現状 

実習７：沖縄の自然・文化の博物館見学 

５
日
目 

（→沖縄こどもの国へ） 

講義６：動物園の社会的な役割 

講義７：沖縄のヘビ 
 

 

 
実習１：慶佐次湾 講義１ 

 
講義２ 実習２：サンゴ観察 

 
実習３：海岸実習 実習４：プランクトン観察

 
講義３ 講義４ 

 
実習６：海岸観察 実習６：海中観察 
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講義５ 講義６ 

 

実施における主な協力者は次のとおり。 

•琉球大学 中本敦 先生（実習１，講義１） 

•琉球大学 中野良勝 先生（講義２，実習２～４） 

•沖縄科学技術大学院大学 西脇優子 氏（講義３） 

             古謝風花 氏（講義４） 

•琉球大学 佐々木健志 先生（講義５，実習７） 

 

【検証・評価】 

以下、生徒の事前・事後アンケートを基に検証する。 

事前と事後で、自分が物事に取り組む姿勢や必要な能力

について１～５の５段階のレベルから選んだ結果の変化

が次のグラフである。 

 

いずれも向上が見られ、中でも探究心と思考力について

他よりも伸びが見られる。研修に盛り込まれたさまざまな

内容によって知的刺激を受け、多くの実習に取り組む中で

自ら考えて行動する力が育まれたものと推察される。 

 

あらゆる分野を取りそろえた訳ではないため、進路や進

学に関する項目が他に比べて低いものの、残りの講義や実

習を通して自然と環境と人の関わりを体感して考えると

いう目的に対しては、非常に達成度が高くなっていること

がわかり、本研修の目的全体をうまく達成できていると言

える。そこで、進路に関係する項目として、女性研究者の

講義について尋ねたのが次のグラフである。 

 

ロールモデルを身近に見ることを目的とした講義を沖

縄科学技術大学院大学で 2つ設定したが、少しは参考にな

ったと感じた生徒がほとんどであり、女性としての将来像

の提示としてはうまくいったと考える。 

さらに、フィールドでの活動に対する抵抗感について尋

ねた結果が、次のグラフである。対象となる生命科学コー

スの生徒は、もともと抵抗感がないという回答が多いが、

この研修によって、そうでない生徒の一部について抵抗感

を減少させることに成功している。 

 

また、研修内容に対する満足度を１～５の５段階のレベ

ルから選んだ結果が次のグラフである。研修の効果に影響

する大きな要因は、その満足度であるとの思いから、今年

度も満足度が高くなる研修内容を目指して構成した。 

 

満足度の高い４～５を選んだ生徒が多数を占めており、

研修旅行全体としても高い満足度を得ることができた。特

に野外での実習活動である瀬底島の海岸実習と座間味島

の自然観察については４以上しかいない。これは、自然体

験が伴う活動が充実することが生徒の満足感に直結して

いることを示唆していると言える。 

 

【今後の課題】 

 野外実習を多く設定しているため、天候に左右されるこ

とは避けることができない。今年度も台風の接近による影

響で一部の日程を変更する必要があったが、予定した活動

はほぼ実施することができた。日程を柔軟に変更して対応

することができたのは、現地で研修旅行に協力してくださ

る方のお陰であった。この現地との繋がりをこれからも大

切にしつつ、研修内容の充実を図っていく必要がある。 
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３－１６ 生命 

対象：生命科学コース第２学年（２単位） 

【仮  説】 

生物学、自然保護、医学等の専門家から直接講義を受け

ることは、多様な視点から「生命」に対する理解を深める

ことができ、「生命」に科学的に接していく上で必要な学

び方や考え方を身につけることができる。また、講師に女

性を多用して、キャリアモデルを提示することで理系への

進路選択・職業選択への意欲を高めることができる。 

【内容・方法】 

講座内容は大きく 3部に分かれている。社会科学の視点

からの「生命」は主に前期に配置し、広い視野を持たせて

いく。そして自然科学の視点からの「生命」は主に後期に

配置して内容的に深めていく。また、適宜ワークショップ

や野外調査などを入れて、協調性や考え方の多様性に気づ

かせ、調査活動の手法を実践的に学ばせた（表 1）。 

【検証・評価】 

各授業後に 8項目について、あてはまる方を５、あては

まらない方を１とした５段階のアンケート調査をした（表

２）。表によれば、社会科学系の講義は②興味深く」「⑦視

野が広がった」が、自然科学系は「①楽しみ」で「③将来

役にたち」「④もっと深く学びたい」が高いという違いが

あるが、この講座全般に十分満足している。表 3は⑧満足

値がどの要素と関係が強いかを示したものである。集計表

で⑧満足値が５のものに絞り、その中で他項目の５の個数

を⑧に対する割合(%)で上段に示した。高い数値(75%以

上)が出たものは、逆方向の割合も出した。その結果、満

足度を上げるには、②興味深い内容⑤教員の熱意⑦視野が

広がったの 3項目の関係が深いといえる。生徒の満足度を

高めるポイントがわかり、通常授業にも応用できる。表 4

は卒業生に「生命の授業全般」、「女性研究者の講義」につ 

いて、大学生活（研究）をするにあたって、影響している

かどうかの調査結果である。どちらとも卒業生の約 30％

～50％が大学の勉強にとても影響しているとし、80％弱

が何らかの影響があると答えており、十分な目的が達成さ

れているといえる。 

  

【今後の課題】 

様々な分野の専門の先生方の講義で成り立っており、長

く続けるには信頼関係を維持していくことが大切である。  

知識

研究体験
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科学教育プログラムの開発
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３－１７ 科学教室 

 

【仮  説】 

小学生を対象とした科学教室は、草の根的な活動を通し

て、地域の子どもたちや保護者の科学的好奇心の育成に役

立っている。本年度は、大型ショッピングセンターに出店

している企業と提携して科学教室を企画する。生徒が参加

者だけではなく企業の方と接する機会をつくり、科学教室

という地域活動が生涯活動となることを伝える。また、企

業と学校、地元とのつながりを誘発していきたい。 

 

【内容・方法】 

自然派化粧品・石鹸販売店「LUSH 岡山一番街店」に

指導員１名を派遣依頼した。当日、参加した生徒スタッフ

に実験の準備・内容を指導した。 

(1) 科学キッズフェスティバル in京山祭 

場所：岡山県生涯学習センター 

日時：11月 3日 10:00～15:00 

タイトル：「石けん粘土でお風呂を楽しもう」 

(2) 総社サイエンスフェスティバル（3月） 

場所：総社市スポーツセンター 

日時：3月 7日 10:00～15:00 

タイトル：「石けん粘土でお風呂を楽しもう」 

 

【検証・評価】 

(1)参加者 

人気のショップとの合同企画であったため、限定 100

名の準備であったが、待ち時間ができるほどの人気であっ

た。来場者に対しても企業と連携された科学教室は魅力的

であったといえる。 

(2)参加生徒への影響 

11月の企画には 11名の中高生が参加した。友人を誘っ

てスタッフに参加する生徒が一般的であったが、個人で参

加を申し込んだ生徒が 5名いた。関心の高い企画には一人

でも参加する姿が見られたことは、新しい発見であった。

次年度以降も、企画内容との相関を調べていきたい。 

(3)連携企業への影響 

「LUSH」が地域イベントに参加することは 11月が初

めてであったが、地域貢献活動を積極的に推し進めていく

方針を社内で持っていたため、大変良い機会をいただけた

と喜ばれた。SSH の取り組みが、企業と地域をつなぐき

っかけになった意義は大きいといえる。引き続き 3月の総

社サイエンスフェスティバルでの協力も決定した。 

 

(4)卒業生への影響 

科学教室のスタッフとして参加した生徒が卒業後も企

画に関心を示す姿は見られたが、今回、関心の高い企業と

の連携企画と知ることで、卒業生のスタッフ参加があった。

11月に 2名（大学生・社会人）、3月に 4名（大学生 3・

社会人）が参加し、「LUSHと一緒に仕事ができることが

嬉しい」と話していた。 

(5)一般生徒への影響 

物質科学課題研究を受講する生徒を対象にアンケート

を行った。今年度は受講生 8名だが、この中に科学教室へ

参加した生徒はいない。各項目のアンケート回答の「大変

そう思う」「まあまあそう思う」「どちらともいえない」「あ

まり思わない」「全くそう思わない」をそれぞれ、「1.0」、

「0.5」、「0」、「-0.5」、「-1.0」として、割合にかけ算をし

て集計した。平成 25年度で顕著な向上が見られたが、引

き続き平成 26年度でも高い水準で推移した。教室に募集

案内を行うなど、科学教室への高校生の参加を促すことは、

参加していない生徒にも潜在的に科学教室を身近なもの

にしていると言える。 

 

【今後の課題】 

 連携する企業と協議を深め、より教育的な内容を科学教

室に盛り込むところまで踏み込み、SSH と提携する意義

を高めなければならない。 
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小学生に高校生が実験を教えることは効果的だ。

小学生に実験を教えることで自分自身の科学的能力が向上する。

小学生に実験を教えることは将来の自分に役に立つ。

機会があったら、積極的に参加したい。

知識
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３－１８ 第５回中高連携理科教材研究会 
 

【仮  説】 

探究的な活動が強く求められている。しかし、探究的な

活動の報告は、輝かしい成果が全面に出されることが多く、

生徒がどこで行き詰まり、指導の中で何が課題となってく

るかの情報は少ない。そこで、中学校から大学までの教員

が集まる教材研究会において、本校の先行した取り組みを

発信し、研究協議を行うことにより、探究的な活動をより

加速的に広めることができる。 

 

【内容・方法】 

平成 26年 11月 22日（土）に本校で第 5回中高連携教

材研究会を開催した。公開授業で紹介したのは、今年度に

開発した『独立変数、従属変数』を明確に意識させるため

の教材（３－１２参照）である。参加者は 22名であった。 

〔公開授業〕 

①「発熱量と水温上昇」《中２》（本校教諭 宮崎靖子） 

電流を独立変数とするグループと、水の量を独立変数と

するグループを作ることで、自分たちの班が何を目的とし

て実験を行っているかを明確に意識させた。実験後には、

独立変数を横軸にすることでグラフが作成できることを

指導した。 

②「独立変数を意識させる化学実験」《高２》（本校教諭 坂

部高平） 

塩化コバルトが化学平衡によって色が変化することを

吸光度計で測定し、加える塩酸の物質量を独立変数として

グラフを書かせた。普段使用しない機器を扱いながらも、

実験目的を見失わせないように指導した。 

※①と②の本事案を次ページに示す。 

中２の授業 高２の授業 

〔研究協議〕 

学習指導要領に書かれている探究活動の解釈を行い共

有した。公開授業について協議を行った。 

〔実験交流会〕 

・キャンドルを作ろう  ・一瞬でポップコーンができる鍋 

・ドラえもんが見えるメガネ  ・白金触媒による燃料電池 

・壊れにくい手回し発電機   ・コイルと磁界 

 

【検証・評価】 

参観者のアンケート結果は以下のようである。 

 

扱う教材としては、難しいけど生徒への意識付けがされ

ていたという評価であった。ただ、時間配分が問題との意

見が多く、探究的な活動には 2時間連続の授業編成を行い、

十分な時間を取ることでより有効になるという意見も出

された。 

〔参加者感想〕 

◎中学生も高校生も実験への取組がすごく良く、主体的だ

った。①の実験は「自分たちの班だけ」という特別感と

責任感から生徒は積極的にやっていたなと感じた。それ

ぞれの班が結果を出し合って、クラスでまとめて一つの

結果になる、というのが非常によかった。クラス作りに

も活用できる手法だと思った。実験交流会は本当にすご

くありがたいです。 

◎生徒が生き生きと実験をしていました。データの処理に

ついて、指導方法を色々考えさせられました。 

◎大変勉強になりました。火曜日からの授業に生かせたら

と思います。ロウの実験を来週にしますので、ありがた

かったです。とても充実した半日になりました。 

 

【今後の課題】 

 理科だけの教材研究会ではなく、他教科とも連携した研

究会の開催へと発展させるなど、発信力の強化が必要であ

る。 

知識

研究体験

地域の小中高教員対象の理数

教育研究会・授業公開の開催
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３－１９  集まれ！理系女子 第6回女子生徒による科学研究発表交流会 
 

【仮  説】 

次世代の科学技術を担う女性研究者・技術者を育成して

いくためには、理系分野への興味・関心、国際化に対応で

きる感覚と能力を高めるだけでなく、それを取り巻く社会

の意識改革が必要である。女子生徒による科学研究発表交

流会の実施は、理系女子生徒間の友好・仲間意識を深める

こと、活躍する理系女性をロールモデルとして生徒が将来

をイメージできること、そして理系女性を受け入れる社会

の意識改革や啓発活動という点で有効である。また継続的

に実施していくことで、社会への浸透が進んでいく。 

 

【内容・方法】 

実施日：平成 26年 10月 25日（土）10:30～16:10 

会 場：京都大学百周年時計台記念館 

（京都市左京区吉田本町） 

内 容： 

10:40～11:30 講演①『リケジョのすすめ』  

講師：京都大学大学院理学研究科教授 阿形清和氏 

11:45～12:30 ポスター発表① 奇数番号 

13:30～14:15 ポスター発表② 偶数番号 

14:15～14:45 ポスター発表③ フリー 

15:00～15:50 講演②『科学者でママですが、何か質問ある？』  

講師：東京工業大学大学院理工学研究科准教授 松下祥子氏 

参加人数：353人（中高生 212人 教師・一般 141人）  

参加校：27校 発表総数：87題 

 

講演① 女子生徒による発表 

 

女性大学院生による発表 講演② 

 

【検証・評価】 

本事業は第 5 回までは福山大学の施設で実施してきた

が、関西地方の学校の参加を促すため、第 6回は京都大学

において実施した。参加者は過去最高の 353 人を数え、

参加校も初回の 14 校から、今回は 27 校となった。関西

地方の学校も 3 校から 6 校（＋見学１校）に増えた。次

の参加生徒のアンケート結果から、本事業は生徒、特に中

学生や高校 1 年生にとっては研究発表を行なう良いきっ

かけであり、他校生徒との交流を通じて大きな刺激を受け、

課題研究に対する興味・関心を高めていったといえる。ま

たポスター発表に年齢の近い女性研究者が参加したこと

や、松下先生の、研究と育児の両立にむけた具体的な話は

中高生に大変参考になるもので、理系で頑張る意識を持た

せることができた。 

 
参加した教員、一般来場者のアンケート結果から、本事

業の趣旨や理系女性の社会での必要性の認識はより高ま

り、意識改革と啓発活動として効果があったといえる。継

続参加する学校も多く、教員同士の交流も深まっている。 

 

【今後の課題】 

 参加者からは本事業の趣旨について、十分な理解を得て

いるが、ＳＳＨ校以外の中学校・高等学校、大学関係者に

はまだ十分周知されていないので、早くからの広報活動が

必要である。 
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３－２０ＩＲＩＳ    （理系女子大学院生）交流会の開催 
対象：生命科学コース第１学年、第２学年（年１回）

【仮  説】 

大学と連携し、大学の施設や研究室で女性研究者の講義

や実験・実習等を行うことは理系進学女性を身近に感じる

ことができ、女子生徒に理系分野への進学を促すことに繋

がる。また、大学での活動は年齢の近い女子学生が指導す

るため、生徒達は主体的にかつ積極的に取り組むことがで

きる。 

 

【内容・方法】 

平成 23年度より、大阪府立大学女性研究者支援センタ

ーとの交流会を始め、今回は第４回となる。毎年、２学年

に対して同時に実施していることから、講義中心と実習中

心の交流会を隔年で実施している。今年度は講義中心で実

施した。 

実施日：平成 26年 8月 20日（水）～21日（木） 

会 場：大阪府立大学中百舌キャンパス 

内 容：各種講義，施設見学 

    女子大学院生(IRIS)との交流会 

〔講義内容〕 

・放射線と生物（大阪府立大学 久保喜平先生） 

・２１世紀を生きるあなたへ 

～低線量放射線の生体への影響と食の重要性～ 

 （ルイ・パストゥール医学研究センター 宇野賀寿子先生） 

・宇宙と放射線（大阪府立大学 谷口良一先生） 

 

宇野賀寿子先生の講義 

 
放射線関係施設の見学 女子大学院生との交流会 

 

 

【検証・評価】 

実施後のアンケート結果は以下のようである。 

 

ほとんど肯定的な回答しか見られない。宿泊を伴う研修

に出掛けるということで、期待も高かったことがわかる。

今回、身の回りで見ることのない放射線に関する施設を見

学することは、思いのほか興味深かったようである。また、

放射線についてはニュースで見聞きする内容が生徒の知

識の多くを占めていたようであるが、専門家からの有効利

用に関する説明を聞き、イメージが変わったと言う生徒が

多く見られた。宇野先生による講義の前半では、女性研究

者としてどのように生きてきて、どのように生きていくべ

きかという経験に基づく話があり、さらに年齢の近い女子

大学院生との交流会で話をする機会を設けたことが、理系

女性として参考になり、視野の広がりにも繋がったと言え

る。この結果から、キャリア教育プログラムとしての目的

を達成できているものと考える。 

 

【今後の課題】 

 実験実習がない今年度の企画において、今回は成果の高

い交流会が実施できた。しかし、これを継続するためには、

連携先である大阪府立大学女性研究者支援センターとの

企画段階からの密な連携によるテーマ設定と準備が不可

欠である。これをしっかりと続けていくことが一番の課題

と言える。 

知識

研究体験

大学・研究機関等と連携した

理系女子対象キャリア教育

プログラムの開発
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３－２１ 平成26年度SSH研究成果発表会 
対象：清心中学校・清心女子高等学校全生徒（年１回） 

【仮  説】 

本校生徒による課題研究の発表等を地域の学校教員や

教育関係者、保護者に公開することで研究成果の普及が進

み、地域の理数教育の支援に繋がる。また、卒業生が SSH

体験を中高生に語ることで、SSH 活動の理解を進め、理

数分野への興味・関心を持たせることができる。 

 

【内容・方法】 

実施日：10月 24日（金）9:30～12:40 

内 容： 

(1) 生徒による SSH活動紹介（1年生・2年生） 

① 生命科学実習（福山大学実習） 

② 自然探究Ａ（ボルネオ研修） 

(2) 課題研究口頭発表（3年生） 

「デンジソウはいつ眠る？～就眠運動の詳細解析～」             

(3) 卒業生の講演  

①「大人になってもワクワクしたい！ 

～生物教室と研究者たちとの出会い～」 

②「植物－病原菌戦争を暴く！」 

(4) 講演 

「科学はもっとパルピテーション(NHK朝ﾄﾞﾗからの思いつき)」 

元名古屋大学大学院理学研究科助教授 岡本光正氏 

課題研究口頭発表 

岡本光正氏の講演 

【検証・評価】 

下のグラフは併設中学校の中学生、高校生（SSH 非主

対象）、高校生（SSH主対象）の考えを 5段階で答えさせ

たアンケート結果である。ＳＳＨ活動を経験した卒業生２

人の話は、ＳＳＨ主対象の生徒だけでなく、併設の中学生

をも大きく惹き付け、自分の進路の参考になったと考えて

いる。そしてステージ発表への憧れを持ち、「（研究発表が）

できるようになりたい」気持ちが大きく出ている。 

 

次のグラフは参観者のアンケート結果である。卒業生と

の連携は全員がとても良いと考え、生徒による口頭発表、

卒業生の講演とも好評であった。 

 

本校では SSH研究成果発表会を高校生だけでなく、中

学生にも参加させている。高校の SSH活動を中学時代か

ら意識させるという点で有効であった。昨年から始めた中

学生の理科課題研究も定着してきた。本発表会にも興味を

示している。上級生や卒業生のしっかりした姿を下級生が

自分の将来に投影する良い機会となった。また、発表に疑

問点があれば、臆することなく質問する雰囲気が育ち、中

学生にまで確実に受け継がれている。保護者、外部教育関

係者は本校の SSH活動の内容を理解し、卒業生と連携し

た今回の試みを高く評価している。研究成果の地域への普

及が進み、理数教育の支援に繋がるものといえる。 

 

【今後の課題】 

 この発表会に参加した保護者の感想は、きわめて好評で

ある。にもかかわらず、保護者の参加者が少ない。これは

昨年からの課題であったが、本校 SSH事業を理解しても

らうのに、もったいない状況であり、もっと強力に参加を

呼びかけることが必要である。 

知識

研究体験

大学・研究機関等と連携した

理系女子対象キャリア教育

プログラムの開発 
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４－１ 生徒の変容 

 

本年度の SSH事業について、「生徒の変容」の結果をま

とめ、評価を行う。 

(1) 1年生について 

本校では 1年生を対象に、7月と 2月の年 2回、学習に

関する意識の変化を調査している。各項目に対して「かな

りあてはまる」を 4 として、「全くあてはまらない」の 1

までの 4 段階で回答している。生命科学コース（SSH 主

対象）と文理コースに分けてグラフにした。 

 

生命科学コースは全般的に 7月から高い数値で始まり、

意欲的で学習方法を知った生徒が入学していることが分

かる。2月までに両コースとも「①学習を自主的に進める」

「②学習で新しい興味を持った」が伸びているが、生命科

学コースがより顕著である。また「③情報の集め方がわか

る」については、蒜山研修でのデータ収集やそれをまとめ

た経験が伸びの大きさに表れている。また本校の研究成果

発表会には文理コース生徒も同席しているので「④成果の

発表方法が分かる」が同程度に伸びている。次に実験・実

習などグループ活動の多い生命科学コースは「⑤グループ

学習では協力的だ」が毎年のことだが伸びている。「⑥う

まくいかなくても頑張る」が下降しているのは、今後、課

題研究をしていく上で、乗り越えていくべき課題である。

「⑦答えだけでなく考え方が大切」という、思考過程の重

要性に気づいた生徒が多くいることは嬉しい変化である。

筋道を立て、論理的に説明することは課題研究で必須の力

である。逆に、文理コースにとってここは課題である。「⑧

図や表で整理して勉強する」は両コースとも伸びている。 

次の表は PISA型学力調査の「数学的リテラシー」と「科

学的リテラシー」の抜粋問題の正答率である。公表されて

いる過去問を定められた基準で採点し、日本及び OECD

加盟 12カ国の女子生徒と比較した。生命科学コースの数

値が高いことが分かる。 

 

(2) 2年生について 

2年生も1年生と同時期に行った学習に関する意識調査

からグラフを作成した。2年生については前年 1年生の 2

回の調査から継続させて 4回分を示している。 

 

「①学習の面白さがわかる」は 2年から変化はなく、「②

学習で新しい興味を持った」は 1年間の後半に伸びてくる。

これらは両コースともに類似した形だが、生命科学コース
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のほうが、やはり数値は高く、伸びは大きい。通常の授業

では学べない多様な講義が多いことにもよる。「③情報の

集め方がわかる」と「④成果の発表方法がわかる」は課題

研究を進める過程や学会等での発表が大きく関係してい

るので、やはり生命科学コースで 1年間の後半に伸びてく

る。文理コースにも課題研究を選択する生徒もいるが、割

合からすると多くはない。「⑤グループ学習は協力的だ」

はグループ活動が多く、クラス替えのない生命科学コース

は安定して伸びてくる。卒業生からも「一体感があって団

結していた」と聞く。次に失敗後の立ち直りを測る「⑥失

敗を繰り返して良くしていく」は生命科学コースで上昇下

降の変化が大きい。課題研究を進めるなかで強さが育つも

のと考える。SSH活動の中心となる 2年生に、SSH活動

への期待と効果について意識調査した。 

【SSH事業への期待と効果について】 

① 理・数の面白い取組み 

② 理・数のセンス向上 

③ 理系学部の進学に役立つ 

④ 大学後の志望分野探しに役立つ 

⑤ 将来の志望職探しに役立つ 

⑥ 国際性向上に役立つ 

 

①～⑥の項目について、数値(%)的には高い期待に対し

て、それ以上の効果があったものが多い。これを個々の生

徒の期待と効果で分けると次のとおりである。 

 

多様な外部講師、様々な体験活動が用意された本校の

SSH 活動は①に対する期待は毎年強い。それに対する効

果も多くの生徒が認めていることが分かる。また、②につ

いてはセンスの捉え方の違いからか、期待以上と期待以下

がそれぞれに多い。⑥は SSHとの関連が見えにくいため

か、事前の期待は小さく、実施後に効果を実感している。 

(3) 3年生について 

 3年生については次の 10項目のSSH活動が希望進路に

どの程度影響したかをアンケート調査した。本校の具体的

な授業や活動を参考までに（ ）に示す。 

 

 希望進路に強く影響した項目は⑤⑥⑦⑧⑨で課題研究

に関連したものである。自分が立てた仮説を証明するため

に、失敗を繰り返しながら粘り強くデータを集めて、論理

的にしかも分かり易く相手に伝える。このごまかしのきか

ない勉強は大きな力になり、また、そこで得た賞や励まし

の言葉は勉強を続ける強い支えになっている。こうした感

想を多くの卒業生から耳にする。また、90%以上の幅広い

生徒に何らか影響した項目は①②③④で、本校の体験を重

視し、本物に触れる活動の特色がよく現れている活動であ

る。 
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４－２ 卒業生の変容 

 

本校の SSH 事業を体験した卒業生に対しては、1 月中

に各実家にアンケート用紙を送付し、それを回収して

SSH事業について、振り返ってもらった。SSH一期生か

ら数えて、全部で 6学年が卒業している。多くは大学生で、

下宿生活をしており、実家から転送というケースが多く、

なかなか回収に至らないのが現状である。（回収率 22％） 

 次のグラフは卒業生の現在の生活に、SSH の経験が影

響しているかどうかを問うたものである。 

 

グラフ 1によれば SSHの経験がはっきり影響している

者が 20％、やや影響している者を含めて 80％である。 

 次のグラフは、様々な興味、姿勢、能力が現在の環境（仕

事・研究）で必要とされているか、そしてそれらが SSH

活動でどの程度向上したかを問うたものである。 

 

グラフ 2によれば、卒業生が現在の環境（仕事・研究）

の中で、15項目とも 80%以上は必要であると感じている。

その中で未知の事柄への興味（好奇心）は全員が向上した

と感じ、自主性、協調性、粘り強さが 90%前後でそれに

続いている。これらの要素は本校の SSH事業のうち、森

林実習の蒜山研修、熱帯林観察のボルネオ研修、海洋実習

の沖縄研修などのフィールドワークと課題研究活動で身

についたものと考えられる。また、発見力、問題解決力、

探究心、論理力、発表力は 80％前後だが、課題研究活動

と学会などの発表経験から身に付いたものと考えられる。

次のグラフは、グラフ 2の 15項目の中から、とくに向上

したものを最大 3項目まで問うた。 

 

第一に「発表力」と「協調性」、次に「粘り強さ」、そし

て「理科実験への興味」があがった。こうした傾向は在校

生にも見られており、本校の SSHの課題研究の熱心さ、

多様なフィールドワーク、大学と連携した実験･実習など、

本校の特性をはっきりと表しているといえる。 
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４－３ 教職員の変容 

 

本年度の SSH事業について、「教職員の変容」の結果を

まとめ、評価を行う。 

 本校教職員（併設中学校教員も含む）の SSH活動に対

する意識調査を 1月に実施したが、その結果は以下の通り

である。 

(1) SSH活動を行うことの効果・影響について 

① 課題研究のレベルが向上している        
② 理科教育の裾野拡大が進んでいる        
③ 生徒の理系への進学意欲によい影響を与えている  
④ 校外の機関・組織と連携関係を築く上で有効である 
⑤ 校外の人々に本校の取組を理解してもらう上で有効

である  
⑥ 学校の活性化に有効である 
⑦ 専門家の講演や実験指導は生徒にとって有効である 
⑧ 女性研究者を多用することは、女生徒に有効である  

 

 SSH活動に対して概ね 90％以上の教員は肯定的に捉え

られている。 

(2) 今年度の SSH活動との関わりと来年度の関わりの意志 

ア 課題研究や論文・英語など直接的な指導をした（したい） 

イ 校外での SSH活動の引率などをした（したい） 

ウ 校外での生徒発表の見学（応援）をした（したい） 

エ 本校での研究会・成果発表会の分掌で関わった（関わりたい） 

 

グラフには昨年のものを加えて、動きを見た。SSH を

続けていくうちに、各教員の SSH活動への関わり方や関

われる部分が、ある程度固定化していく傾向があるが、教

員を対象に、SSH 報告会を年 2 回実施していること、さ

らに課題研究が併設中学校に広がったこともあり、関わる

教員が増加している。来年はさらに増えると思われる。活

動内容や範囲を拡大することで、多くの生徒や教員が関わ

っていくことができる。 

 

４－４ 保護者の変容 

 

 本年度の SSH事業について、「保護者の変容」の効果

をまとめ、評価を行う。 

1年生の保護者に対して、2学期末に進路選択に関する

アンケートをとっており、その中で SSHの効果について

の意識を進路選択別に示したものが次のグラフである。 

 

グラフ 1から、主対象である生命科学コースだけでなく、

文理コースを含めたほとんどの保護者は SSH活動が理系

進学を考える上で有効であると考えている。ただ、同じ理

系でも生命科学コースと文理コースに留まっている保護

者との間には温度差があることがわかる。 

次のグラフは、学年を問わず SSH活動に参加した生徒

の保護者を対象に調査した結果である。 

 

グラフ 2 から、SSH 活動が教育活動の充実や学校の活

性化に役立つと考えている保護者が 90％以上、そのうち

とても強く思っている保護者が 55％いる。実際に活動す

る生徒の保護者は SSHの効果を強く肯定している。 
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５－１ 研究開発実施上の課題 

 

平成 25年度（3年次）の研究開発の過程で生じてきた課題と平成 26年度（4年次）の改善策、SSH中間
評価において指摘を受けた事項の改善・対応状況は次の通りである。 

 25年度終了時の課題 26年度の改善・対応状況 

 
 
平
成
25
年
度 
・ 
３ 
年 
次 
 
終
了
時 
 

研究テーマⅠに関して 
併設中学校における理科・数学課題研究の
充実。 
 
研究テーマⅡに関して 
【SSH中間評価において指摘を受けた事項】 

(1) ESDに関する視点の明確化、環境教育
との差異、科学教育との関連性の追
究。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) 英語ディベート学習の工夫と効果の
明確化。 

 
 
 
 
 
 
 
研究テーマⅢに関して 
新学習指導要領に対応した指導方法の開
発。 
 
研究テーマⅣに関して 
科学教室の有効活用と地域連携の充実。 

 
 
研究テーマⅤに関して 
女性研究者と連携した理系女子キャリア
教育プログラムの開発 

研究テーマⅠに関して 
中学 3年次での課題研究・発表が、高校での課

題研究につながるようになった生徒が増加した。
 
研究テーマⅡに関して 
 
(1) 従来から本校で行われていた環境、人権、国際
理解に関わる教育活動をESDの視点に置き換
えて再構築している。ESDに視点を置く授業
実践によって生徒の主体的で協働的な学習活
動が喚起され、ユネスコスクール世界大会へ
の参加と相まって、生徒が世界に目を向け何
かをしようとする意欲が向上しており、今後、
学校の活性化につなげていくことをめざして
いる。ESDと科学教育との関連性を追究する
ために、新たに開始した校内里山づくりと学
校ビオトープの活動を充実させ、校内の自然
環境を対象にした科学教育の実践方法を検討
している。 

(2) 26 年度の科学英語研究会では、これまで見過
ごされてきた「生徒の相互評価をいかにディベ
ートの改善に活かすか」という観点で授業を行
った。３学期には絶滅危惧種をテーマとした即
興型ディベートに取り組み、論理力・瞬発力の
育成をめざした。生徒の意識調査では、英語で
考えて表現することに慣れ、ディベート学習の
効果が示された。 

 
研究テーマⅢに関して 
独立変数・従属変数を明確に意識させるための
教材を中高で開発した。 
 
研究テーマⅣに関して 
地域の関心の高い企業と連携した科学教室を企画
し、SSHが企業と地域をつなげる機会をつくった。
 
研究テーマⅤに関して 
「集まれ！理系女子」を京都大学において開催
し、参加者数は過去最高となった。 

 平成 27年度（5年次）に取り組むべき課題は、次の通りである。 
研究テーマⅠに関しては、課題研究のカリキュラム開発をより発展させることが課題である。研究を一部

継承していくシステムは、引き続き磨きあげるべきものである。さらにその過程で生まれる研究の種を育て

ることで、継続的な内容の広がりを図る。改善策として、実験方法・解析方法の確立を通して、科学的手法、

実験観察の技術の向上に力を入れる。また、実験や発表など、高校生が中学生に指導する場をつくり、高校

生を身近なロールモデルとした課題研究の中高連携を図る。 
研究テーマⅡに関しては、SSH中間評価において指摘を受けた事項の改善・対応に引き続き取り組む。ESD

に関しては改善策として、ビオトープの活動、里山づくり、科学部の環境調査の連携を図り、情報や技術の
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共有を進めることによって、校内の自然環境を対象にした科学教育に取り組む。また、新たに連携すること

になったオランダの中等教育学校、フィリピンのユネスコスクールとの具体的な交流の開始、バングラデシ

ュの学校との交流の試みなどによってネットワークの拡大を図り、国外の多様な地域の中学生・高校生と水・

食糧・エネルギーなどのテーマで意見交換を行う。英語ディベート学習に関しては、ディベート学習で培っ

た論理力や表現力などをもとに、英語でディスカッションができ、科学的レポートや論文が書けるようにな

ることをめざす。改善策として、国語、地歴公民、理科と連携した教科横断型の取組を充実させる。 
研究テーマⅢに関しては、探究・体験型学習プログラムの開発をより発展させることが課題である。理科

教材では、目的意識を持った実験計画とは何かを指導する方法を開発し、課題研究活動との連携を図る。改

善策として、剰余変数の概念の指導、計算による段階的な処理の指導方法を検討する。また、体験型学習プ

ログラムでは、本校卒業生や昨年度研修に参加した生徒が後輩の指導にあたる取組も始まっている。今後も

学年を超えた縦のつながりを太くしながら、研修内容の広がりをめざす。 
 研究テーマⅣに関しては、科学教室の有効活用と地域連携の充実が課題である。地域の関心の高い企業と

提携して科学教室を企画することによって、SSHと企業、地域とのつながりを誘発していきたい。改善策と
して、連携する企業と協議を深め、より教育的な内容を科学教室に盛り込み、SSHと企業が連携する意義を
高めることをめざす。 
 研究テーマⅤに関しては、女性研究者と連携した理系女子キャリア教育プログラムの開発が課題である。

学校設定科目「生命科学基礎」では、本校卒業生による研究紹介の機会を設けているが、近い将来を見るロ

ールモデルとして今後も SSH事業の卒業生との連携強化を図る。改善策として、「集まれ！理系女子」を全
国的な発信力のある会場で開催し、早くからの広報活動を行うことによって、SSH以外の中学校・高校、大
学関係者に十分周知し参加者の拡大をめざす。

 
 

５－２ 今後の研究開発の方向性と成果の普及 
 

平成 27 年 1 月の「我が国の中長期を展望した科学技術イノベーション政策について～ポスト第 4 期科学
技術基本計画に向けて～（中間取りまとめ）」では、多様な人材の活躍促進として女性の活躍促進が課題とさ

れ次のように述べられている。「女性の活躍を促進していくことは、あらゆる政策領域における我が国の重要

課題である。これまでの基本計画においても、研究者の女性比率に関する数値目標が掲げられる等により、

女性研究者の活躍が促進されてきた。その結果、女性研究者の割合は着実に増加傾向にあるものの、諸外国

と比較するといまだ低水準にとどまっている。女性研究者の登用は、性別にかかわらず能力を最大限発揮す

るという観点に加えて、多様な発想や視点を取り入れ研究活動を活性化し、組織としての創造力を発揮する

という観点からも重要であり、女性研究者の活躍機会を一層拡大していくことが求められる」。女性研究者の

活躍を加速させる取組の方向性としては、次代を担う女性の科学技術人材育成が目標として掲げられ、「女子

中高生、あるいはその保護者による科学技術系の進路への興味関心や理解を向上するための取組を推進する」

という提言が盛り込まれている。 
以上のように、我が国における科学技術イノベーションの創成をリードできる次世代の理系女性の活躍が

期待されており、本校 SSH事業はこの課題に取り組むために、女子に対する理数教育の頂をより高くするこ
とと、裾野をより広げることを目的とした教育プログラムを開発し、その成果を普及・発信することにより、

科学技術分野での女性の活躍促進と参画拡大をめざしてきた。第 2期 SSH事業の最終年度（5年次）となる
平成 27年度は、開発した教育プログラムの成果普及と発信を充実させることにより、女子の科学技術系進路
選択に対する理解の促進と社会の意識改革の推進に力を入れていきたい。課題研究の情報発信、体験型研修

における地域連携、SSH卒業生によるキャリア教育プログラムなどを、新たな取組として計画している。ま
た、平成 26年度から、全国的な理系女子の交流会として社会貢献することをめざして、新たな事業として再
構築し京都大学で開催した「集まれ！理系女子 京都大会」を、平成 27年度は慶應義塾大学を会場として東
京大会に発展させる。全国的に発信力の高い大学で開催することにより、科学技術分野での女性の活躍を社

会に広げていくことをめざしていきたい。 



a-1

平成25・26年度入学生平成24年度入学生

宗教 キリスト教倫理 * 1 * 1

国 語 総 合 ・ 5

現 代 文 2 2

古 典 2 2

世 界 史 Ａ ・ 2

地 理 Ａ ・ 2

地 理 Ｂ 3

現 代 社 会 ・ 2

現代社会演習 3

数 学 Ⅰ ・ 3

数 学 Ⅱ * 1 3 4

数 学 Ⅲ 1 6

数 学 Ａ * 2

数 学 Ｂ 2

数 学 演 習 Ｂ 1 3

物 理 基 礎 ・ 2

物 理 3 4

化 学 基 礎 ・ 2

化 学 3 4

生 物 基 礎 ・ 2

生 物 3 2

化 学 演 習 2

生命科学基礎 ・ 1 ★

生命科学課題研究 ・ 2 ★

生命科学演習 2

自然探究Ⅰ・Ⅱ 1 1

自 然 探 究 Ａ 1

体 育 ・ 2 ・ 3 ・ 2

保 健 0 ★ ・ 1

音 楽 Ⅰ ・ 1 ・ 1

美 術 Ⅰ ・ 1 ・ 1

書 道 Ⅰ ・ 1 ・ 1

ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ * 1 * 1 1

英 語 Ⅰ ・ 4

英 語 Ⅱ * 1 * 3

リ ー デ ィ ン グ 1 4

ラ イ テ ィ ン グ * 1 2

実 践 英 語 1 1 1

家庭 家 庭 基 礎 ・ 2

情報 情 報 Ａ 0 ★

生 命 ・ 2

総 合 宗 教 ・ 1

Ｎ Ｅ Ｌ Ｐ 1 1 1

1年 2年 3年
教科 科　　　　　目

【生命科学コース】

1 1

国語

地理
歴史

芸術

ホームルーム

数学

1

理科

保体

公民

総合

外国語

小　　　　　計 37+□ 36+□ 35+□

計 38+□ 37+□ 36+□

宗教 キリスト教倫理 * 1 * 1
国 語 総 合 ・ 5
現 代 文 Ｂ 2 2
古 典 Ｂ 2 2
世 界 史 Ａ ・ 2
地 理 Ａ ・ 2
地 理 Ｂ 3
現 代 社 会 ・ 2
現代社会演習 3
数 学 Ⅰ ・ 3
数 学 Ⅱ * 1 3 4
数 学 Ⅲ 1 6
数 学 Ａ * 2
数 学 Ｂ 2
数 学 演 習 Ｂ 1 3
物 理 基 礎 ・ 2
物 理 3 4
化 学 基 礎 ・ 2
化 学 3 4
生 物 基 礎 ・ 2
生 物 3 2
化 学 演 習 2
生命科学基礎 ・ 1 ★
生命科学課題研究 ・ 2 ★
生命科学演習 2
自然探究Ⅰ・Ⅱ 1 1
自 然 探 究 Ａ 1
体 育 ・ 2 ・ 3 ・ 2
保 健 0 ★ ・ 1
音 楽 Ⅰ ・ 1 ・ 1
美 術 Ⅰ ・ 1 ・ 1
書 道 Ⅰ ・ 1 ・ 1

ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅰ ・ 3
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅱ * 4
ｺ ﾐ ｭ ﾆ ｹ ｰ ｼ ｮ ﾝ英語Ⅲ 3
英 語 表 現 Ⅰ * 2
英 語 表 現 Ⅱ 1 4
英 語 会 話 * 1 1
実 践 英 語 * 1 1 1

家庭 家 庭 基 礎 ・ 2
情報 社 会 と 情 報 0 ★

生 命 ・ 2
総 合 宗 教 ・ 1
Ｎ Ｅ Ｌ Ｐ 1 1 1

ホームルーム
計 38+□ 37+□ 36+□

【生命科学コース】

2年1年

国語

教科 科　　　　　目

保体

公民

理科

数学

地理
歴史

芸術

小　　　　　計

外国語

総合

37+□ 36+□ 35+□
1 1 1

3年

注１　　・印は必履修科目である。　*印は本校の必履修科目である。

注２　　★印はスーパーサイエンスハイスクール指定による特例措置である。

　　　　　　１年次……保健１時間に換えて生命科学基礎を行う。

　　　　　　２年次……社会と情報２時間に換えて生命科学課題研究を行う。

注３　　□は希望者のみ選択する。



平成25・26年度入学生平成24年度入学生

注１　　・印は必履修科目である。　*印は本校の必履修科目である。

注２　　□は希望者のみ選択する。

宗教 キリスト教倫理 * 1 * 1 * 1 * 1
国 語 総 合 ・ 5
現 代 文 2 4 2 3 4 4 2
古 典 4 4 2 4 4 4 2
国 語 表 現 Ⅰ 2 2
世 界 史 Ａ ・ 2
世 界 史 Ｂ 2 2 4 4 4
日 本 史 Ｂ ・ 4 ・ 4 4 4 4
世 界 史 演 習 2 2
日 本 史 演 習 2 2
地 理 Ａ ・ 2
地 理 Ｂ 4
現 代 社 会 ・ 2
現代社会演習 1 4 4 4
倫 理 2
数 学 Ⅰ ・ 3
数 学 Ⅱ * 1 4 4 3 3 4
数 学 Ⅲ 1 6
数 学 Ａ * 2
数 学 Ｂ 2 2
数 学 演 習 Ａ 3 2 2
数 学 演 習 Ｂ 1 3
物 理 基 礎 ・ 2
物 理 3 4
化 学 基 礎 ・ 2
化 学 3 2 4
生 物 基 礎 ・ 2
生 物 3 2
化 学 演 習 2
理 科 演 習 1 4
生命科学演習 2
自 然 探 究 Ａ 1 1 1 1
体 育 ・ 2 ・ 3 ・ 3 ・ 3 ・ 2 ・ 2 ・ 2 ・2
保 健 ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1
音 楽 Ⅰ ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1
音 楽 Ⅱ 2 2
美 術 Ⅰ ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1
美 術 Ⅱ 2 2
書 道 Ⅰ ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1
書 道 Ⅱ 2 2
ｵｰﾗﾙｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ * 1 * 1 * 1 * 1 1 1 1 1
英 語 Ⅰ ・ 4
英 語 Ⅱ * 1 * 3 * 3 * 3
リ ー デ ィ ン グ 1 1 1 4 4 4
ラ イ テ ィ ン グ * 1 * 1 * 1 3 4 4 2

家庭 家 庭 基 礎 ・ 2
情報 情 報 Ａ ・ 2 ・ 2 ・ 2
英語 異 文 化 理 解 4

発 展 科 目 ・ 2 ・ 2 ・ 2 2
数理科学課題研究 ・ 2 ・ 2 ・ 2 2
物質科学課題研究 ・ 2 ・ 2 ・ 2 2
総 合 宗 教 ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・1
Ｎ Ｅ Ｌ Ｐ 1 1 1 1 1 1 1 1

理科

外国語

総合

NDSU

35+□

30+□
1 1

36+□31+□

数学

保体

3年
理系

国語

私立文系理系

公民

教科
国公立文系

計 35+□36+□35+□

35+□34+□34+□
ホームルーム 1 1 1 1
小　　　　　計

地理
歴史

2年

35+□

芸術

34+□

私立文系

科　　　　　目
1年

国公立文系

【　文　理　コ　ー　ス　】

35+□
1

36+□

32+□
1

33+□

宗教 キリスト教倫理 * 1 * 1 * 1 * 1
国 語 総 合 ・ 5
国 語 表 現 2 2
現 代 文 Ｂ 2 4 2 3 4 4 2
古 典 Ｂ 4 4 2 4 4 4 2
世 界 史 Ａ ・ 2
世 界 史 Ｂ 2 2 4 4 4
日 本 史 Ｂ ・ 4 ・ 4 4 4 4
地 理 Ａ ・ 2
地 理 Ｂ 4
世 界 史 演 習 2 2
日 本 史 演 習 2 2
現 代 社 会 ・ 2
倫 理 2
現代社会演習 1 4
社会科学課題研究 2
数 学 Ⅰ ・ 3
数 学 Ⅱ * 1 4 4 3 3 4
数 学 Ⅲ 1 6
数 学 Ａ * 2
数 学 Ｂ 2 2
数 学 演 習 Ａ 3
数 学 演 習 Ｂ 1 3
物 理 基 礎 ・ 2
物 理 3 4
化 学 基 礎 ・ 2
化 学 3 4
生 物 基 礎 ・ 2
生 物 3 2
化 学 演 習 4 2
生 物 演 習 2
理 科 演 習 1 4
生命科学演習 2
自然探究Ⅰ・Ⅱ

自 然 探 究 Ａ 1 1 1 1
体 育 ・ 2 ・ 3 ・ 3 ・ 3 ・ 2 ・ 2 ・ 2 ・2
保 健 ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1
音 楽 Ⅰ ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1
音 楽 Ⅱ 2 2
美 術 Ⅰ ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1
美 術 Ⅱ 2 2
書 道 Ⅰ ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・ 1
書 道 Ⅱ 2 2
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ ・ 3
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ * 4 * 4 * 4
ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ 4 4 3
英 語 表 現 Ⅰ * 2
英 語 表 現 Ⅱ 1 1 1 4 4 4 4
英 語 会 話 * 1 1 1 1 1 1

家庭 家 庭 基 礎 ・ 2
情報 社 会 と 情 報 ・ 2 ・ 2 ・ 2
英語 異 文 化 理 解 4

発 展 科 目 ・ 2 ・ 2 ・ 2 2
数理科学課題研究 ・ 2 ・ 2 ・ 2 2
物質科学課題研究 ・ 2 ・ 2 ・ 2 2
総 合 宗 教 ・ 1 ・ 1 ・ 1 ・1
Ｎ Ｅ Ｌ Ｐ 1 1 1 1 1 1 1 1

【　文　理　コ　ー　ス　】

公民

1 11 11
36+

ホームルーム 1
計

1 1
35+ 36+ 35+35+

34+

36+

35+□

理系

35+

3年

31+

保体

理科

理系

数学

地理
歴史

国語

教科
NDSU

小　　　　　計 34+

科　　　　　目
1年

芸術

34+

外国語

総合

私立文系

2年

35+

私立文系

30+35+ 34+

国公立文系国公立文系

a-2

4



b
．
必
要
と
な
る
教
育
課
程
の

特
例
と
学
校
設
定
科
目
の
目
標

　
必
履
修
教
科
・
科
目
の
履
修

単
位
数
を
次
の
通
り
と
す
る
。

【
平
成

24
年
度
入
学
生
】

 
 
　
 
　
　
　
 

 
　
　
　
減
少
し
た
科
目
 

　
　
　
 
　
　
　

　
 
　
　
設
定
し
た
科
目

 
第
１
学
年
 
 「
保
健
」
（
１
単
位
）
 

　
　
　
　
　
　
　
　
 「
生
命

科
学
基
礎
」
（
１
単
位
）

 
第
２
学
年
 
 「
情
報
Ａ
」
(
２
単
位

)
 

(1
)  

学
校
設
定
科
目
「
生
命
科
学
基
礎
」
　
生
命
科
学
コ
ー
ス
（
１
ク
ラ
ス
）
対
象

　
　
設
定
の
ね
ら
い

:
２
年
次
か

ら
の
課
題
研
究
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
・

　
　
考
え
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

。
学
習
内
容
は
デ
ー
タ
処
理
の
た
め
の
情
報
処
理
実
習
、
研
究
で
使
用
す
る

　
　
機
器
の
物
理
・
化
学
的
な
理

解
、
発
表
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
能
の
向
上
、
科
学
研
究
に
お

　
　
け
る
態
度
と
手
法
の
学
習
で

構
成
す
る
。
情
報
伝
達
の
工
夫
、
情
報
の
収
集
・
発
達
と
情
報
機
器
の
活
用

　
　
と
い
う
「
情
報
Ａ
」
の
内
容

を
含
め
る
。

(2
)  

学
校
設
定
科
目
「
生
命
科
学
課
題
研
究
」
　
生
命
科
学
コ
ー
ス
（
１
ク
ラ
ス
）
対
象

　
　
設
定
の
ね
ら
い
：
１
年
次
の

「
生
命
科
学
基
礎
」
で
培
わ
れ
た
能
力
・
技
能
を
生
か
し
て
、
科
学
研
究
に

　
　
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

興
味
・
関
心
の
喚
起
や
実
験
技
能
の
向
上
、
探
究
心
・
問
題
解
決
能
力
・
創

　
　
造
性
の
育
成
を
目
的
と
し
て

設
定
す
る
。
新
学
習
指
導
要
領
で
の
新
設
科
目
「
理
科
課
題
研
究
」
の
目
標

　
　
を
踏
ま
え
た
研
究
開
発
を
目

指
す
。
情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
や
表
現
と
伝
達
の
方
法
を
習
得
す
る
「
社
会

　
　
と
情
報
」
の
内
容
を
含
め
る
。
課
題
テ
ー
マ
は
①
発
生
生
物
学
、
②
生
物
工
学
、
③
時
間
生
物
学
、
④
環
境

　
　
化
学
で
あ
り
、
前
年
度
の
生

徒
が
行
っ
た
研
究
を
次
年
度
の
生
徒
が
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
形
を
と
る
。

【
平
成

25
・

26
年
度
入
学
生
】

 
 
　
 
　
　
　
 

　
 
　
　
減

少
し
た
科
目
 

 
　
　
　
　
　
　
　
　
 
 
 
 
設
定
し
た
科
目

 
第
１
学
年
　
　
「
保
健
」
（
１
単

位
）
 

　
　
　
 
　
　
　
　
　
「
生
命
科
学
基
礎
」
（
１
単
位
）

 
第
２
学
年
　
　
「
社
会
と
情
報
」

(
２
単
位

)
 

　
　
　
　
 「
生
命
科
学
課
題
研
究
」
（
２
単
位
）

(1
)  

学
校
設
定
科
目
「
生
命
科
学
基
礎
」
　
生
命
科
学
コ
ー
ス
（
１
ク
ラ
ス
）
対
象

　
　
設
定
の
ね
ら
い
：
２
年
次
か

ら
の
課
題
研
究
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
に
必
要
な
基
礎
的
な
知
識
・
技
術
・

 
 
 
 
考
え
方
を
身
に
つ
け
さ
せ
る

。
学
習
内
容
は
デ
ー
タ
処
理
の
た
め
の
情
報
処
理
実
習
、
研
究
で
使
用
す
る

 
 
 
 
機
器
の
物
理
・
化
学
的
な
理

解
、
発
表
に
お
け
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
技
能
の
向
上
、
科
学
研
究
に
お

 
 
 
 
け
る
態
度
と
手
法
の
学
習
で

構
成
す
る
。
情
報
社
会
の
課
題
と
情
報
モ
ラ
ル
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
も

 
 
 
 
触
れ
、
「
社
会
と
情
報
」
の

内
容
を
含
め
る
。

(2
)  

学
校
設
定
科
目
「
生
命
科
学
課
題
研
究
」
　
生
命
科
学
コ
ー
ス
（
１
ク
ラ
ス
）
対
象

　
　
設
定
の
ね
ら
い
：
１
年
次
の

「
生
命
科
学
基
礎
」
で
培
わ
れ
た
能
力
・
技
能
を
生
か
し
て
、
科
学
研
究
に

 
 
 
 
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、

興
味
・
関
心
の
喚
起
や
実
験
技
能
の
向
上
、
探
究
心
・
問
題
解
決
能
力
・
創

 
 
 
 
造
性
の
育
成
を
目
的
と
し
て

設
定
す
る
。
新
学
習
指
導
要
領
で
の
新
設
科
目
「
理
科
課
題
研
究
」
の
目
標

 
 
 
 
を
踏
ま
え
た
研
究
開
発
を
目

指
す
。
情
報
の
デ
ィ
ジ
タ
ル
化
や
表
現
と
伝
達
の
方
法
を
習
得
す
る
「
社
会

 
 
 
 
と
情
報
」
の
内
容
を
含
め
る
。
課
題
テ
ー
マ
は
①
発
生
生
物
学
、
②
生
物
工
学
、
③
時
間
生
物
学
、
④
環
境

 
 
 
 
化
学
で
あ
り
、
前
年
度
の
生

徒
が
行
っ
た
研
究
を
次
年
度
の
生
徒
が
引
き
継
ぎ
発
展
さ
せ
る
形
を
と
る
。

c
．
教
育
課
程
の
特
例

に
該
当
し
な
い
教
育
課
程
の
変
更

 
 

　
　
　
　
　

生
命
科
学
コ
ー
ス
 

　
　
　
　
　
　
　
　
文
理
コ
ー
ス

　
第
１
学
年
 

「
実

践
英
語
」
（
１
単
位
）

　
　
　
　
　
　
　
「
自
然
探
究
Ⅰ
」
（
１
単
位
）

　
　
　
　
　
　
　
「
自
然
探
究
Ａ
」
（
１
単
位
）
 

　
第
２
学
年
 

「
実

践
英
語
」
（
１
単
位
）

　
　
　
　
　
　
　
「
生
命
」
(
２
単
位

)

　
　
　
　
　
　
　
「
自
然
探
究
Ⅱ
」
（
１
単
位
）
 

　
第
３
学
年
 

「
実

践
英
語
」
（
１
単
位
）
 

(1
)  
総
合
的
な
学
習
　
「
生
命
」
　
生
命
科
学
コ
ー
ス
（
１
ク
ラ
ス
）
対
象

　
　
設
定
の
ね
ら
い
：
「
生

命
」

に
か

か
わ

る
各

分
野

の
専

門
家

を
通

し
て

「
生

命
」

を
多

様
な

側
面

か
ら

考
え

さ

 
 
 
 
せ
る
と
と
も
に
、
科

学
技
術
者
と
し
て
必
要
な
学
び
方
・
考
え
方
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。
学
習
内
容
は
社
会

 
 
 
 
科
学
的
な
視
点
と
生

命
科
学
的
な
視
点
で
構
成
す
る
。
健
康
問
題
に
対
す
る
認
識
と
科
学
的
な
思
考
力
・
判

 
 
 
 
断
力
の
育
成
と
い
う

「
保
健
」
の
内
容
を
含
め
る
。
授
業
の
中
核
は
自
分
の
足
で
デ
ー
タ
を
と
る
「
調
査
活

 
 
 
 
動
」
と
植
物
・
動
物

に
「
直
接
触
れ
る
体
験
」
で
あ
る
。

(2
)  
総
合
的
な
学
習
　
「
数
理
科
学
課
題
研
究
」
　
文
理
コ
ー
ス
（
４
ク
ラ
ス
）
対
象

　
　
設
定
の
ね
ら
い
：
大

学
で
の
研
究
・
実
験
を
体
験
す
る
中
で
学
び
方
を
身
に
付
け
、
探
究
活
動
に
主
体
的
・

 
 
 
 
創
造
的
に
取
り
組
む

態
度
を
身
に
付
け
さ
せ
る
。
研
究
テ
ー
マ
は
、
方
位
磁
石
を
用
い
て
強
磁
性
体
が
磁
化

 
 
 
 
す
る
様
子
の
可
視
化

モ
デ
ル
を
作
成
す
る
こ
と
と
し
た
。
実
験
技
術
・
課
題
解
決
能
力
を
育
成
す
る
。

(3
)  
総
合
的
な
学
習
　
「
物
質
科
学
課
題
研
究
」
　
文
理
コ
ー
ス
（
４
ク
ラ
ス
）
対
象

 
 
 
 
設
定
の
ね
ら
い
：
普

段
生
活
で
手
に
す
る
身
近
な
物
質
に
目
を
向
け
、
実
験
を
通
し
て
法
則
性
を
発
見
す
る
。

　
　
生
徒
自
身
が
研
究
の

主
体
者
と
し
て
の
能
力
を
身
に
付
け
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
ま
た
、
小
学
生
や
市
民

　
　
向
け
の
実
験
授
業
の

創
作
を
行
う
。
実
験
技
術
・
課
題
解
決
能
力
を
育
成
す
る
。

(4
)  
外
国
語
科
　
学
校
設
定
科
目
「
実
践
英
語
」
生
命
科
学
コ
ー
ス
（
各
学
年
１
ク
ラ
ス
）
対
象

　
　
設
定
の
ね
ら
い
：
将

来
、
科
学
分
野
で
学
ぶ
生
徒
に
は
大
量
の
英
語
論
文
を
正
確
に
読
め
る
力
が
不
可
欠
で

　
　
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
英
語
Ⅰ
～
Ⅲ
の
精
読
で
得
た
文
法
理
解
を
基
に
し
て
多
読
・
速
読
の
機
会
を

　
　
与
え
る
た
め
に
設
定

す
る
。
科
学
英
語
の
基
礎
力
養
成
を
目
指
し
て
、
以
下
の
３
点
を
目
標
と
し
た
英
語
に

　
　
よ
る
デ
ィ
ベ
ー
ト
授

業
を
行
う
。
①
科
学
英
語
で
使
用
す
る
語
彙
の
習
得
、
②
客
観
的
思
考
力
・
判
断
力
の
育

　
　
成
、
③
プ
レ
ゼ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
で
必
要
な
主
体
的
表
現
力
の
育
成
。

(5
)  
理
科
　
学
校
設
定
科
目
「
自
然
探
究
Ⅰ
・
Ⅱ
」
生
命
科
学
コ
ー
ス
（
１
ク
ラ
ス
）
対
象

　
　
設
定
の
ね
ら
い
：
１

年
生
で
は
鳥
取
大
学
と
の
連
携
で
蒜
山
に
て
「
森
林
生
態
系
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
実
習

　
　
を
行
い
、
２
年
生
で

は
琉
球
大
学
等
と
の
連
携
で
沖
縄
に
て
「
亜
熱
帯
生
態
系
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
実
習
を

　
　
行
う
。
基
本
的
な
知

識
か
ら
専
門
的
な
研
究
手
法
ま
で
自
然
に
触
れ
な
が
ら
学
習
す
る
短
期
集
中
型
の
科
目

　
　
で
あ
る
。

(6
)  

理
科
　
学
校
設
定
科
目
「
自
然
探
究
Ａ
」
生
命
科
学
コ
ー
ス
、
文
理
コ
ー
ス
（

10
ク
ラ
ス
希
望
者
対
象
）

　
　
設
定
の
ね
ら
い
：
マ

レ
ー
シ
ア
国
立
サ
バ
大
学
と
の
連
携
で
熱
帯
雨
林
地
域
で
の
自
然
観
察
や
環
境
学
習
を

　
　
行
う
。
異
文
化
理
解

も
含
め
た
英
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
で
英
語
運
用
能
力
を
高
め

　
　
て
い
く
。

「
生

命
科

学
課

題
研

究
」（

２
単

位
）

「
自
然
探
究
Ａ
」
（
１
単
位
）

「
数
理
科
学
課
題
研
究
」
（
２
単
位
）

「
物
質
科
学
課
題
研
究
」
（
２
単
位
）

「
自
然
探
究
Ａ
」
（
１
単
位
）

選
択



平成 26 年 7 月 24 日（木）
（委員会に先立ち課題研究の口頭発表を実施）

１．校長挨拶　

２．委員長挨拶　　

３．前年度の事業報告　　

４．委員の講評

中川委員：先ほどの口頭発表については、内容がきちんと完結できていた。質疑応答は大切だが、ディベート学習の

　トレーニングの中で堂々と受け答えが出来るようになる。

秦野委員：清心の SSH はライフサイエンスから始まり、それを英語教育へ広げて現在まできた。英語に力を入れて、

　英語でコミュニケーションがとれる生徒が増えてきたのは良いことだ。ただ、基本的には日本語教育も大切で、き

　ちんと表現でき、正確に伝えることが大切である。SSH の卒業生が、その後どういう仕事をしてどういう成果があ

　ったのか検証していく必要がある。

坂東委員：高校の勉強が授業で教えてもらうことが中心だったのが、新しいことを見つけて研究していく形に変わった

　ことが、日本の文化にどう影響するのか注視したい。高校生でも発展できそうな研究は、大学と連携してやっている

　ものもある。これまでの高校と大学の関係が変わってきている。文化を変える必要がある。さっきのプレゼンにつ

　いては、何が目的で何がわかったかを明確にすること、グラフの縦軸と横軸が何であるかをはっきりさせること、

　これが課題である。

宇野委員長：女子校らしい SSH を意識したい。女子校だから生かせるやり方、女子校だから育つ生徒がいる。他の

　SSH 校で清心のディベートの高い評価を聞いたが、英語が出来るのは有利な条件ではある。しかし、グローバル

　の波に乗ってベースになる科学が疎かにならないようにしたい。SSH を深めるか、SGH に広げるかを考える必要

　がある。

佐野委員：先日、小・中・高の先生の教員免許更新のために、清心の生徒と同じ森林実習を行なった。初めは怖い顔

　をした先生たちが、やがて生徒の顔になった。先生たちは知識だけでなく、驚きや感性等を忘れてはいけない。

　SGH も SSH もこれまでの実績から考えると可能かと思うが、それをやる後継者を育てないといけない。

加藤委員：文科省もエリートを育てないといけないことに、ようやく気がついた。個性のある人を育てようと、大学も

　高校も力を入れている。清心が特徴のある事業で成功しているので、SSH も SGH もどんどん進めるべきだ。課題

　研究は若い先生も熱心にやっていて、継続出来るのではないかと思う。英語教育に関しては、清心は長い伝統と

　経験がある。特に英語でディベートをして科学をやろうとするプログラムはすごいことだ。ディベートは日本人に

　とっての弱点であるので、全国でも注目を浴びると思う。

佐藤委員：皆さんが指摘されたように、SGH は良いプログラムだと思う。清心が開発した優秀な英語プログラムや

　教材を他校に広げていき、清心はハブ的な役割を担うことでグローバル人材を育てるための中心的な存在になる

　ことができる。女子校で、伝統的に英語教育が進んでいる強みがある。テキストを全国に配布するとか web で公

　開する、あるいは雑誌に連載するなどでシェアする手もある。

西松委員：事業を進める上で、エネルギッシュでいることは大切だと思う。次期 SSH、SGH に挑戦しようとする新

　しい先生が出てくることを期待している。ボルネオ研修、科学英語、集まれ理系女子、課題研究などの成果をい

　かに SGH に組み込むかが重要である。守りに入るとダメになるので、若い人たちで積極的に挑戦していくことが

　大切である。

岩尾委員：課題研究について、生徒はよく頑張っている。ただし、高校の研究は成果や結果ではない。どのように

　物事を考えていくかが大切である。そして女子でも科学の分野があり、それを経験できること、SSH はその点で

　よい。SGH については清心のためにあるようなプログラムではないか。是非、サイエンスというキーワードを持

　ってやって頂きたい。

米澤委員：課題研究の内容がどのように発展しているか文科省・JST が見ている。SSH 校で大学に丸投げしている

　ところもあるが、高校生の身の丈に合った課題研究にしないといけない。指導者の力量をどう高めるかが各学校

　の問題になっている。誰かに任せるのではなく、研究とは何かが分かった教員を育てていく事が、SSH 校の役割

　ではないか。これからは、地に足のついた研究が求められる。高価な機械を使えば出来る研究は、お金と人があ

　るところに任せて、生徒の体を動かし、自分たちで実験できる課題を指導できる教員がこれから必要になってくる。

菊田委員：これだけの内容を、このような高いレベルでやり遂げられる事はすごいと思う。我々の大学でも、色々

　やりたい事はあるが、現実は教職員が相当な無理をして時間をかけなければ進められない。清心の SSH 事業が、

　ブラックなみの意気込みで取り組んでできているのも理解できる。

井上委員：他の高校に比べても、優れている点が多い。特に、職業教育の観点が非常に大きな意味をもっている。

　女性の社会進出の一つとしてサイエンスを基盤とした職業に道を拓くという点でこのプログラムは外せないと考

　えている。また、保護者から「進学の邪魔になる」と否定される学校も多い中、保護者の満足度が高いというと

　ころが意外である。日頃からコミュニケーションがよくとれているのだと思う。一つ注意点として課題研究が高

　度化しているので、どこかの段階で、生命倫理の授業を入れるとよい。SGH は楽観論が出ているが、非常に厳し

　くなっている。それは清心がレベルを高めた面もある。今よりも高めた次の夢を審査員に与えないといけないの

　で、次の夢を描いてほしい。

第１回ＳＳＨ運営指導委員会



平成 27 年 1 月 26 日（月）
（委員会に先立ち課題研究の口頭発表を実施）

１．校長挨拶　

２．委員長挨拶　　

３．今年度の事業報告　　

４．委員の講評

秦野委員：秋山先生から 1 年生の実験指導を依頼されて 10 年が経った。学生募集などの利害を考えず、純粋な研究の

　指導という点で続けてきたのは良かった。課題研究も色々な分野に広がっていくのは良いが、分散しすぎて目が届

　かないところもあるかと思う。賞を沢山もらうのは良いが、賞をもらうのが良い研究という訳ではないということ

　を忘れないで欲しい。

佐野委員：森林実習を依頼された時、高校生は初めてなので、大学生のミニチュア版をやろうと考えていた。始めて

　みると、生徒の意欲が高かったので、大学生でもやっていない本格的なものに変えた。毎年、新しい 1 年生が来る

　ので、場所を変えてデータを集めて比較すると、ある法則が見えてきて、大変レベルの高い課題研究になった。今、

　改めて積み重ねが大切だと思う。

宇野委員長：最初は秋山先生が一人で頑張っていたという印象だったが、ここ数年、様々な先生に広がってきて、こ

　の後も継続できると思う。生徒たちの研究室での連絡性・連続性があり、これは非常に大切だと思う。また、高校

　の時に身につけた観察力は必ず将来の研究活動に役に立つはずだ。

坂東委員：初めて来た時の英語の発表で、質問したら英語で答えたのでびっくりした。英語ディベートも勉強できて、

　清心の生徒は恵まれていると思った。英語教育には今後も頑張って欲しい。物理・化学に比べて生物は多様で未知

　なことが多いので、高校生にはやりがいがあるだろう。意欲的に新しいことに取り組んでいるのに感心した。中高

　の先生が研究活動をして大学と連携することは非常に良い。新しい発見をどう見つけるかを根付かせると日本の教

　育も少しは良くなるかと思う。

阿形委員：今日の発表を聞いて、2 つアドバイスをする。1 つ目は、いかに客観的にデータを集めて数値化するかと

　いうこと。主観で言っても説得できない。統計処理の方法を専門の先生にアドバイスしてもらった方が良い。もう

　1 つは中高一貫の良さを活かして、高校生が中学生に色々なアドバイスをしていくこと、この 2 点である。

西松委員：秋の研究成果発表会で、中・高校生が活発に手を上げて質問しているのを見たときは、初期の頃とは格段

　の違いだと思った。ぜひ第 3 期までやって欲しい。SSH の卒業生と時に学会で会って話し合う。卒業後のこうした

　繋がりは大切にしたい。研究成果発表会での卒業生のコメントは皆の興味を惹く。今後も SSH の卒業生が社会で活

　躍して欲しいと思っている。

菊田委員：中学生の海水をテーマにした発表は、わくわくしながら聞いた。大学生相手では弱い部分を色々詰問して、

　萎縮させてしまうことがあるが、この中学生は自分達で疑問に思うことを自由にどんどん研究を進めている。ぜひ

　このテーマをそのまま育ててもらいたい。

田島委員：委員になった時は、サンショウウオやカメの研究が進められ、デンジソウはこれからという様子だった。

　ここまでよく発展したと思う。今年の全国大会での受賞は、自分たちで装置を開発し、数値化した所が評価された

　と伺っている。獣医系の大学ではどうしても国家試験を頭においた講義内容となるので、生徒と一緒に疑問につい

　て考えている清心の先生が羨ましいと思う。

佐藤委員：発表を聞いて、よくトレーニングされていると思った。このまま大学に入学したら、むしろ物足りなく感

　じるかもしれない。OG も多くいるので、その力を活かせたら良いと思う。また賞を取ることは目的ではなくても、

　その生徒の成功体験として意味がある。3 期目は拡大路線でいってはどうか。

太田委員：以前から福山大学での、1 年生の実習指導で関わってきた。自分の専門は化学であるが、今後、課題研究

　で幅を広げるとしたら化学分野ではないか。中学生の海水の塩分濃度の話の中で、塩分とは何か、NaCl か？他の

　ものが関われば数％かわるだろう。また、蒸発させるなら蒸発皿を使用すべきではないか。高校生の銀の話につい

　ては、何ができたのか説明できるようにしないといけない。研究を進めるときに疑問を持つことが大切である。そ

　して科学的な根拠が無いと質問に答えられない。

米澤委員：課題研究では、なぜそれをやるのかを、自分の言葉でうまく説明できなければならない。そこは指導者が

　上手に指導する必要がある。海水を蒸発させていた中学生は、蒸発皿を知っていたのではないか。フラスコ使用は

　自分たちの考えだったのか疑問が残る。普段の授業の成果が研究発表で出てくることが大切だ。大きな賞は生徒が

　自分たちでちゃんと考えてやったものかどうかがポイントで、教えてもらったものはすぐわかる。SSH は全校あげ

　てやっていく体制が望まれる。

井上委員：清心の SSH が良いことは前提として、文系の生徒も課題研究に関わっているのは素晴らしい。文系にも

　サイエンスリテラシーを身につけさせる必要がある。今後は幅広い生徒に理科を周知してもらいたい。また地域に

　サイエンスを広めることも大切で、清心がコアとなって、高校から中学校へ、中学校から小学校へというように科

　学教育を伸ばしていくことを期待する。

後日、運営指導委員会に出席できなかった中島委員より、以下の講評・助言をいただいた。

中島委員：アンケートの取り方、処理の仕方について。主催する研究会の参加者が増加したことは良いことだが、単

　に良いで終わらせず、ネットワークの広がりという点、社会に対する普及効果という点、SSH 校だけでなく、非

　SSH 校の理科教育向上に資することができたという点が必ずあるので、そうした部分がデータで証明できるとよい。
　文科省による第 1 期の評価、第 2 期の中間評価が高いが、言わばリーダー的な立場を有効に利用して、成果を普及

　していって欲しい。

第２回ＳＳＨ運営指導委員会



新聞記事

平成 26 年 6 月 24 日　山陽新聞

平成 26 年 6 月 23 日　読売新聞

平成 26 年 4 月 11 日　山陽新聞

平成 26 年 6 月 22 日　山陽新聞

平成 26 年 10 月 5 日　山陽新聞



新聞記事

平成 26 年 10 月 26 日　山陽新聞

平成 26 年 10 月 23 日　読売新聞

平成 26 年 10 月 26 日　読売新聞

平成 27 年 1 月 22 日　読売新聞
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閲覧ページの割合

　2006年度より、学校紹介と入学案内のコンテ
ンツは一定のアクセスがある。現在掲載してい
る情報に最新の情報を加えて、更に内容を充実
させたい。

トップページから各ブログへの遷移の割合（2014年度）

トップ
ページ

128,123

トップページ, 
39.7%

学校紹介, 21%

校長の学園日誌,
7.6%

入学案内, 10%

生物教室
ブログ, 4.9%

進路情報, 5.1%

高等学校での学び,6.3%

中学校での学び,3.8%
SSH, 1%

その他, 0.6%

　生物教室やSSHなどの取り組みをブログに掲載し、情報を蓄積してきたことが、多くの
訪問のきっかけとなっていると考えられる。今後も引き続き積極的に更新していきたい。

検索キーワードの割合（2014年度）
順位

1
2
3
4
5
6
7
8
9

10
11
12

14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28

30

13 

29 

31
32
33
34
35 
36
37
38
39
40
41
42

44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58

60
59 

43 

検索ワード 件数 割合 順位 検索ワード 件数 割合

2006年度

2014年度

日別の訪問者数の比較（2014年度）

各ブログの月別PV数と記事数
【生物教室】

【SSH】

【NELP(英語教育のページ)】

　生物教室は、記事の更新数に比例して、ページビュー
数が変動していることから、リピーター、RSSを行動して
いる人などがサイトを訪問していると考えられる。また、
SSHとNELPは、記事の更新数に比例せずページビュー数に
変化が見られることから、リピーターではなく新規ユー
ザの訪問があると考えられる。またカテゴリごとの一覧
ページの閲覧数がランキングの上位に入っていることか
ら、目的とする記事だけでなく、同じカテゴリの他の記
事（古い記事）も閲覧していると考えられる。つまり、
過去の記事を残しておくことで、SEO的に優位になると
考えられる。

　トップページから進入したユーザ
のうち37%が離脱している。ページ
左部の各ブログのバナーや、上部主
要メニューへの遷移が大きな導線と
なっている。各ブログ別で見ると、
「校長の学園日誌」が2.2%と一番多
く、バナーの配置順に遷移数が減少
しているため、上位に表示したほう
が閲覧されやすいと考えられる。

※「トップページ」から「トップペ
　ージ」への遷移は、再読み込みや、
　ブラウザの「戻る」ボタンなどで
　一旦別サイトへ遷移してから、30
　分以内に戻ってきた件数を示す。

Copyright(c) Gofield.com, Inc. All rights Reserved. 

ホームページの分析

　2014年度は2013年度に引き続き在校生の活躍が目立った。コンテストや大会での受賞を
きっかけに、興味を持ったユーザーがホームページを訪れている可能性があり、ホームペ
ージへの訪問数増加につながっていると考えられる。

トップページ, 
23.0%

学校紹介, 
15.7%

入学案内, 
12.4%

校長の学園日誌, 
12.1%

生物教室
ブログ, 7.6%

進路情報, 5.7%

高等学校での学び, 5.3%

中学校での学び, 3.5%

SSH, 1.2%

その他, 13.5%
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